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本年度（2021年度）から、農研機構の新たな中長期目標期間（第5期）が始まりました。第５期の

中長期計画に基づき、「農業環境変動研究センター」を「農業環境研究部門」へ改組し、農業・食品

分野の「Society 5.0」の実現するため、生産性向上、強靭化、環境保全を同時実現するロバスト農業

システムの構築の一翼を担う体制としました。具体的な研究開発については、農業環境研究部門が担

う大課題14として「生産環境管理のスマート化等による生産性向上と環境保全の両立」を掲げ、物質

循環機能の高度化による生産性向上と温室効果ガス削減の両立、生産環境・栽培管理情報の統合によ

る気候変動に適応した高生産性農業の実現、データ駆動型土壌管理による持続的生産基盤の構築、有

害化学物質の動態解明に基づく安全な作物生産の実現、農業生産と健全な生態系の両立による農業の

価値創出に取り組むこととしました。また、研究所横断的に研究を推進するNAROプロジェクトのス

キームにおいて「耕畜連携によるゼロエミッション農業への貢献」を実現するためのプロジェクト

（NAROプロ５）を本研究部門が中核となって立ち上げました。研究所内部組織として、これらの研

究開発推進に対応した研究領域・グループを設置しました。 

本年報には2021年度（令和３年度）の農業環境研究部門の活動をとりまとめています。成果として

「土壌有機物中の炭素の消失により無機化された窒素からのN2O排出の新たな算定法」という普及成

果情報１件ならびに１７件の研究成果情報を創出するとともに、９件のプレスリリースを行ったほ

か、webサイトやtwitterを通じた情報発信にも取り組みました。また、COVID-19の世界的な感染拡

大にともなう行動制限のかかる中、農林交流センターワークショップ、気象環境研究会、土・水研究

会などのイベントをオンラインで開催したほか、アグリビジネス創出フェア2021での展示、「つくば

ちびっ子博士2021」の開催も実施しました。加えて、農業におけるカーボンニュートラルを推進する

ため、大型競争的資金の獲得準備を進めました。 

COVID-19により延期されていた気候変動枠組条約締約国会議(COP26)ならびに生物多様性条約締

約国会議（COP15）もようやく開催され、気候変動や生物多様性損失への対応に関する議論が再開

されています。このような背景のもと、私たちは本年度から始まった第５期中長期計画において、農

業およびその周辺分野での環境保全技術の開発における「世界に冠たる一流の研究組織」として、我

が国および地球規模での脱炭素社会実現などに向けて、先導的な取組みを進める必要があると考えて

います。 

本資料を行政、農業研究機関、普及組織、農業者、市民、民間企業、大学など広く関係各位の参考

に供していただくとともに、今後の研究活動・成果発信等へのご助言、ご意見を賜れれば幸いです。 

  

令和４年３月 

農研機構農業環境研究部門 

所長 岡田邦彦  

はじめに 00 
農業環境研究部門 

所長 岡田邦彦 
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年次 沿革 

1893年(明治26年) 農商務省農事試験場として東京西ヶ原に設置。 

1899年(明治32年) 部制を整備。内部組織は種芸部、煙草部、農芸化学部、病理部、昆虫部、報告部、庶務部。 

1902年(明治35年) 園芸部を新設。 

1903年(明治36年) 肥料鉱物調査所の事業を移管。 

1904年(明治37年) 養畜部を新設。 

1905年(明治38年) 地質調査所土性課と製茶試験所の事務を移し、土性部と製茶部を新設。 

1916年(大正5年) 畜産試験場の創設に伴い養畜部を廃止。 

1919年(大正8年) 茶業試験場の創設に伴い製茶部を廃止。 

煙草部を廃止して種芸部と農芸化学部に事務を移管。 

1921年(大正10年) 園芸試験場の創設に伴い園芸部を廃止。 

1944年(昭和19年) 生理部と農業気象部を新設。 

1950年(昭和25年) 農事試験場、畜産試験場、園芸試験場を統合し、農業技術研究所として改組。内部組織は生理

遺伝部、物理統計部、化学部、病理昆虫部、経営土地利用部、農業土木部、園芸部、家畜部、

畜産化学部、庶務部。 

1961年(昭和36年) 園芸部、家畜部、畜産化学部、農業土木部が試験場として独立。内部組織は生理遺伝部、物理

統計部、化学部、病理昆虫部、経営土地利用部、総務部。 

1970年(昭和45年) 放射線育種場が農業技術研究所へ移行。 

1980年(昭和55年) 西ヶ原から筑波研究学園都市に移転。 

1983年(昭和58年) 農業技術研究所が農業環境技術研究所、農業生物資源研究所及び一部が農業研究センターへ改

組。内部組織は環境管理部、環境資源部、環境生物部、資材動態部、企画連絡室、総務部。 

2001年(平成13年) 独立行政法人農業環境技術研究所へ組織変更。内部組織は地球環境部、生物環境安全部、化学

環境部、農業環境インベントリーセンター、環境化学分析センター、企画調整部、総務部。 

2006年(平成18年) 第２期中長期目標期間の開始にあたり、組織を研究分野ごとの領域・センターへ改組。 

2011年(平成23年) 第３期中長期目標期間の開始にあたり、リサーチプロジェクト(RP)を再編。 

2015年(平成27年) 国立研究開発法人農業環境技術研究所へ移行。 

2016年(平成28年) 第４期中長期目標期間の開始にあたり、農業環境技術研究所は国立研究開発法人農業・食品産 

業技術総合研究機構（農研機構）、同農業生物資源研究 

所及び独立行政法人種苗管理センターと統合し、農研機 

構農業環境変動研究センターへ改組。内部組織は企画管 

理部、気候変動対応研究領域、生物多様性研究領域、物 

質循環研究領域、有害化学物質研究領域、環境情報基盤 

研究領域。 

2021年(令和3年)  第５期中長期目標期間の開始にあたり、農研機構農業環境研究部門へ改組。内部組織は気候変

動緩和策研究領域、気候変動適応策研究領域、土壌環境管理研究領域、化学物質リスク研究領

域、農業生態系管理研究領域 。 

 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（以下、農研機構）農業環境研究部門は、

1893年（明治26年）に設立された農商務省農事試験場に始まり、1983 年（昭和58 年）には農業と環

境に関する基礎的専門研究機関として農林水産省農業環境技術研究所への改組を経て、2001年（平

成13年）に独立行政法人農業環境技術研究所となり、2016年（平成28年）に農研機構、ほか２法人

と統合し、新たな農研機構における農業環境研究の中核となる。 

 

農業環境研究部門の歩み 

研究本館 

01 沿革 
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組織の概要 02 

ⅰ）研究部門概要 

 農業環境研究部門は農研機構の内部研究組織の一つとして設置された。農研機構は、令和３年度か

ら第５期中長期目標期間の業務を開始するにあたり、気候変動リスク等に対して強靱な農業システム

を構築するとともに、生産性の向上と環境保全の両立を図り、農業の有する多面的機能の発揮と持続

的な農業の実現に貢献する「ロバスト農業システム」の研究開発を中長期目標の一つとして位置づ

け、それを農業環境研究部門、農村工学研究部門及び植物防疫研究部門で担うこととした。 

 農業環境研究部門は、生産環境管理のスマート化等による生産性の向上と環境保全の両立の実現に

重点的に取り組む内部研究組織として位置づけられ、具体的には物質循環機能の高度化による生産性

向上と温室効果ガス削減の両立、生産環境・栽培管理情報の統合による気候変動に適応した高生産性

農業の実現、データ駆動型土壌管理による持続的生産基盤の構築、有害化学物質の動態解明に基づく

安全な作物生産の実現、農業生産と健全な生態系の両立による農業の価値創出に資する技術の開発を

推進する。また、全国の研究者が研究を進める上での基盤となる環境情報を総合的に発信し、オール

ジャパンでの研究を支援するとともに、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）やIPBES（生物多

様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム）などの国際的な枠組みや他分野

の環境研究機関などとの連携を図り、国内外でのイニシアティブを発揮する。 

 これらの役割を果たすため、農業環境研究部門は、国の環境政策、とくに農林水産省の農業環境政

策と密接に関わりながら研究開発を推進することとしている。農林水産省では、令和２年度に改定さ

れた「食料・農業・農村基本計画」の中で、推進する農業環境政策として、気候変動に対する緩和・

適応策、生物多様性の保全及び利用、有機農業、土づくり、プラスチックごみ問題、農業の自然循環

機能の６つの枠組みを示している。また、令和３年に策定された「みどりの食料システム戦略」で

は、持続可能な食料システムの構築に向け、調達、生産、加工・流通、消費の各段階の取組とカーボ

ンニュートラルや化学農薬・肥料の削減等の環境負荷軽減のイノベーションを推進するための数値目

標が示された。農業環境研究部門では、これらの農業環境政策の推進に貢献するため、次の５つの研

究領域を設置して研究開発を推進している。 

・気候変動緩和策研究領域 

・気候変動適応策研究領域 

・土壌環境管理研究領域 

・化学物質リスク研究領域 

・農業生態系管理研究領域 

 さらに、これらの研究開発を支援・管理し、連絡調整を図るために研究推進部を置き、あわせて観

音台第３管理部では農研機構の２つの内部組織（農業環境研究部門と動物衛生研究部門）が立地する

観音台第３事業場の管理を担っている。 
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 気候変動適応策研究領域 

 土壌環境管理研究領域 

 化学物質リスク研究領域 

 農業生態系管理研究領域 

  

 革新的循環機能開発グループ 

     緩和技術体系化グループ 

 気候変動緩和策研究領域 

 所長 岡田 邦彦 

  

部長 

    研究推進室 

 研究推進部 

 大浦 典子 

02 組織の概要 

ⅰ）研究部門概要  

  

  作物影響評価・適応グループ 

    気象・作物モデルグループ 

  

  土壌資源・管理グループ 

    農業環境情報グループ 

  

  無機化学物質グループ 

    有機化学物質グループ 

  

  生物多様性保全・利用グループ 
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気候変動緩和策研究領域  白戸 康人 

 この領域では、農業分野における温室効果ガス(GHG)の排出削減と、生分解性プラスチック製農

業資材の活用に関する研究に取り組んでいる。 

 GHG排出の削減は人類が直面している世界的な課題のひとつである。パリ協定のもと各国が削減

努力をすることで合意しており、日本政府も2050年にCO2ゼロエミッションを目標とすることを表明

した。農業分野もGHGを排出しており、それを削減していく必要がある。そのために、将来の大幅

なGHG削減のための革新的な技術開発に挑戦している。一方で、これまでの研究の蓄積により実用

化が近いGHG削減技術について、技術の体系化、技術の効果の総合評価や見える化により、普及を

加速するための研究や、2050年にゼロエミッションを実現するためのシナリオ策定の研究に取り組ん

でいる。 

 2050年には、海のプラスチックが魚の量を超えるといわれており、プラスチック廃棄物の増加が大

きな社会問題になっている。一方で、今の農業の現場ではプラスチック製農業資材は欠かせない。そ

こで、農業の省力化とプラスチック廃棄物削減という社会問題の解決に向けて、生分解性プラスチッ

ク製農業資材の活用技術の研究に取り組んでいる。 

ⅱ）研究領域の概要 

革新的循環機能開発グループ  

秋山博子・北本宏子・堀田光生・和穎朗太・多

胡香奈子・酒井順子・星野裕子・常田岳志・

佐々木勇麻・植田浩一・山下結香・大林翼・原

新太郎  

 当グループは、革新的な技術開発により、

GHG発 生量 の削 減お よ び、生分 解性 プラ ス

チック製農業資材の活用を目指している。ま

ず、GHG排出削減は全世界の喫緊の課題であ

り、大幅なGHG削減のためには、現在の技術

の延長線上ではない革新的な技術が必要とな

る。そこで、微生物を利用した一酸化二窒素

(N2O)削減技術の開発や、低メタン(CH4)イネ

品種の開発による水田からのCH4発生削減等、

将来の大幅なGHG削減のための挑戦的な研究

に取り組んでいる。一方、効率良く高品質な農

業生産にプラスチック製資材は欠かせないが、

使用後、農地からの流出防止策や再生利用法、

農業者の高齢化や経営体規模拡大に伴い、回収

処理作業の省力化が緊急課題となっている。こ

れらの社会問題にも応えるため、耐久性が高い

バイオマス由来の生分解性プラスチック製農業

資材を用い、使用後速やかに分解させる技術開

発を目指している。  

緩和技術体系化グループ  

須藤重人・宝川靖和・林清忠・岸本文紅・西村

誠一・松浦庄司・麓多門・片柳薫子・湯龍龍   

 緩和技術体系化グループは、温暖化緩和技術

を営農体系に取り込むビジネスモデルの構築を

目指す。農業がもたらすGHGの排出を抑制す

る こ と と 生 産 性・効 率 性 の 両 立 を 考 え た ソ

リューションの創出が課題である。水田水管理

の高度化によるメタン排出抑制、混合たい肥複 

02 組織の概要 

ⅱ）研究領域の概要  
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合肥料やバイオ炭混合たい肥などを使用した物

質循環効率化と土壌炭素貯留の促進などがキー

となる技術である。これらは、個別技術として

はGHG削減効果が期待されるが、労力やライ

フサイクルアセスメント(LCA)の観点からはビ

ジネスモデルとして未熟であるため、現在のと

ころは現場に十分に浸透している段階にない。

このような「現場への導入のしにくさ」を乗り

越えてゼロエミッション農業を進めるために、

土壌肥料、温室効果ガス、数値モデル、LCAの

それぞれの専門家を結集した体制で、5年間の

ミッションにチャレンジする。国内外両方に目

を向けて、4パーミルイニシアチブに代表され

る世界のゼロエミッションへの流れに呼応した

研究を進めていく。 

 

気候変動適応策研究領域   細野 達夫 

 地球温暖化などの気候変動が農業生産に及ぼす影響が顕在化しつつある中、その被害を回避・軽減

するとともに、農業生産性を維持・向上させるための「適応策」の重要性が高まっている。温暖化の

進行程度や地域によって異なる気候変動の影響を正確に予測し、適応技術の有効性と限界を提示する

ことは、有効な適応計画を立案、実践する上で極めて重要である。また、気候変動下で農業生産性を

維持・向上するためには、気象の変化と作物の生育情報を正確に把握し、それに基づく栽培管理を適

時に行う適応技術が望まれる。そこで、当領域では、実験的な影響解明、最新の気候シナリオや影響

評価手法を用いた影響評価・将来影響予測、さらには適応策の効果の定量的評価を行うとともに、こ

れらの科学的知見をその結果を公的機関や生産現場で容易に活用できるようにするための仕組みにつ

いて研究を進める。また、気象や作物生育情報を利用した栽培管理を支援するため、高精度な気象

データを作成し、産地や生産者のデータも活用した作物生育学習モデル、情報ツールを開発する。こ

れらの成果は農業データ連係基盤(WAGRI)等を通じて社会実装を進める。また、他の領域との連携

を通じて、温暖化に適応するだけではなく、温暖化の緩和や食の安全性を確保する農業の実現を目指

す。 

作物影響評価・適応グループ  

長谷川利拡・西森基貴・吉本真由美・飯泉仁之

直・金元植・小野圭介・福岡峰彦・滝本貴弘・

伊川浩樹  

 進行する地球温暖化は、農業生産に大きな影

響を与えつつある。いつ、どこで、どのような

影響が起こるかを予測することは、気候変動へ

の適応策を講ずるための基盤となる。本研究グ

ループでは、大気中のCO2濃度の上昇、温暖

化、降水量の変化などの環境変動が作物に影響

するメカニズムを解明し、圃場―地域―国―グ

ローバルスケールでの影響を予測し、対策に役

立てるための研究を行う。そのために、日本だ

けではなく アジアおよび世界全体を対象とし

て、現在から今世紀末までの詳細な気候シナリ

オを整備する。温暖化に対する作物の反応メカ

ニズムの解明とモデル化、耕地の群落微気象を

観測する世界的なネットワーク等の活用によ

り、温暖化が作物に及ぼす影響の実態を明らか

にする。また、品種や栽培技術による影響の違 

02 組織の概要 

ⅱ）研究領域の概要  
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いを明らかにし、将来に有効な適応技術を示

す。これらを基に、国内農業や世界の食料生産

への影響や適応技術を評価し、地方自治体や国

レベルでの適応計画に貢献する。  

 

気象・作物モデルグループ  

中川博視・佐々木華織・丸山篤志・熊谷悦史・

中野聡史・林志炫・伏見栄利奈・木村建介  

 気候変動への適応や農業の大規模化・効率化

のために、気象情報や作物モニタリング情報等

を活用したデータ駆動型農業の技術開発が求め

られている。気象・作物モデルグループでは、

気象や作物生育情報を活用して、適切な栽培管

理を実施するために有用な気象データ、作物生

育学習モデル、情報ツール群を開発する。本研

究グループでは、全国の日別気象データを、約

1km四方(基準地域メッシュ)を単位にオンデマ

ンドで提供するメッシュ農業気象データの作成

と配信するサービスを提供している。これに加

えて、新規開発の気象センサーとその観測値を

活用して、生産地で求められる高精度な気象

データの作成を目指す。また、気候変動、社会

情勢の急速な変化など厳しい環境の下での生産

者の意思決定を支援するために、様々な栽培管

理支援情報を作成するための基礎となる作物生

育学習モデルを開発する。これらの取り組みに

よって、蓄積された様々な過去の試験データや

生産者のデータを活用し、農業生産の改善に役

立つデータ駆動型農業に貢献する。  

02  組織の概要 

ⅱ）研究領域の概要 

土壌環境管理研究領域  久保寺 秀夫   

 土壌は食料生産の基盤であり、またさまざまな生物の住みか、物質循環の場でもある。そのため土

壌を適正に管理し、生産力をはじめとする数々の機能を持続的に発揮させていくことは、人類の存続

のため非常に重要な課題と言える。 

 土壌環境管理研究領域では研究課題「データ駆動型土壌管理による持続的生産基盤の構築」に取り

組んでいる。この課題では、土壌や環境に関して次の1)～5)のような種々のデータ整備や診断技術開

発を行う。1) 土壌図の高精細度化、土壌情報の更新、および土壌管理に関連するデータの搭載など高

機能化、2)土壌の理化学性や土壌微生物、作物栄養に関する診断の新技術開発、3)作物の養分として

も環境負荷物質としても重要な窒素の循環の解明、4)農業・環境情報の基盤的データの整備、5) ド

ローン等を用いた観測など新たなデータ収集技術の開発。 

 そしてこれらを高度に活用し、生産性の向上と環境負荷の低減を両立する土壌管理技術を開発する

ことを目指している。また、デジタル土壌図や付随する土壌特性値などをオープンデータとして公開

しており、これらを多様な分野で活用していただくことで広く社会に貢献したい。 
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土壌資源・管理グループ  

前島勇治・村上政治・江口定夫・金澤健二・森

本晶・江波戸宗大・大友量・岡﨑圭毅・高田裕

介・朝田景・伊勢裕太・馬橋美野里  

 要素欠乏に関するバイオマーカーを用いた作

物診断技術や、土壌物理性や生物性に基づく土

壌 診 断 技 術 の 開 発、窒 素 動 態 予 測 モ デ ル

(LEACHM)や窒素フットプリントを用いた農

地～国レベルの窒素動態解明、およびこれまで

に実施されてきた様々な土壌調査等によって得

られた土壌資源情報を収集・整理し、「日本土

壌インベントリー」やスマホアプリ「e-土壌図

II」を通じて公開している。当グループでは、

その時々の情勢に合った土壌情報や土壌診断技

術を生産現場に提供できるように、データの解

析・蓄積・発信を進め、土壌情報基盤の高度化

および精細化、環境負荷低減と生産性向上を両

立する土壌・作物診断技術、および農業セク

ターからの窒素負荷削減に向けた新たなシナリ

オを組み込んだデータ駆動型土壌管理技術の開

発に取り組んでいる。   

農業環境情報グループ  

岩﨑亘典・林健太郎・三島慎一郎・石塚直樹・

坂本利弘・櫻井玄・永井孝志・大東健太郎・種

田あずさ・森下瑞貴  

 自然環境の恵みを利用する農業活動は、自然

から影響を受けるとともに、自然に影響を及ぼ

す。持続可能な農業の実現には、農業と環境の

相互作用を解明して評価し、営農活動へ適切に

反映する必要がある。農業環境情報グループで

は、葉1枚の内部の物質の挙動から、圃場や地

域の地形・土地利用のモニタリング、さらには

国や全球を対象とした農業生産にかかわるリス

クや窒素循環まで、多様なスケールの農業と環

境の相互作用を情報化して評価する研究に取り

組んでいる。そのための研究手法は、精緻なモ

デルの開発から、各種統計資料の活用、さらに

は人工衛星やドローンを用いたモニタリングま

で、多岐にわたる。さらに、収集、整備された

情報を効率的に公開、共有する手法の開発を通

じ、農業環境にかかわる研究を推進することに

も取り組んでいる。   

02 組織の概要 

ⅱ）研究領域の概要  

化学物質リスク研究領域  板橋 直  

 環境中には、健康に悪影響を及ぼす、あるいは作物生育を阻害する等の化学物質が存在する。その

ため、作物生産現場においては、このような化学物質が農作物に過度に吸収されないようにするな

ど、適切にコントロールすることが必要となる。 

 化学物質リスク研究領域では、ヒ素・カドミウムなどの有害元素、放射性同位元素、および土壌等

に残留した農薬などについて、農業環境中での動態の解明を通じて、それらが作物に吸収されるのを

抑制し、安全性の高い健全な作物を生産できる技術の開発に取り組んでいる。 

 主な研究のターゲットとしては、有害な化学物質の吸収蓄積を抑制する遺伝子の特定や系統開発、

放射性核種の大気-作物-土壌間での動態の解明、資材施用や水管理などの営農管理による有害な化学

物質の作物への吸収抑制、堆肥や環境水に含まれる農薬成分の迅速検出、ならびに土壌中での有機化

学物質の分解促進に関する技術開発、などを設定している。 
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無機化学物質グループ  

石川覚・山口紀子・中村乾・安部匡・藤原英

司・万福裕造・倉俣正人・井倉将人・須田碧海  

 作物は必要な養分のみならず、土壌中に微量

ながら存在するヒ素やカドミウム等の有害な無

機化学物質も吸収する。これら物質は私たちの

健康を脅かすものであるため、危害要因の高い

農作物には国際的な規格基準値が設定されてい

る。特に私たち日本人の主食であるコメはヒ素

の主要な摂取源であるため、生産段階において

コメ中に含まれるヒ素濃度を減らす必要があ

る。無機化学物質グループは、コメのヒ素低減

に向けて、遺伝子レベルでの基礎研究から、現

場実行性の高い営農管理技術に至る幅広い研究

を行っている。現在行っている主な研究テーマ

は、水稲のヒ素吸収・集積に関わる遺伝子の特

定とその仕組みの解明、ヒ素低減有用遺伝子の

導入によるイネ系統の開発、センサー制御によ

るヒ素低減用自動水管理システムの開発、資材

施用によるヒ素低減と生産性・品質向上を両立

できる営農管理技術の開発である。加えて、当

グループでは放射性核種の環境中での動態解析

を行っており、特に国内外で不測の原子力災害

が起きた場合、大気由来の放射性核種による作

物汚染を迅速に予測する手法の開発を目指して

いる。    

有機化学物質グループ  

清家伸康・稲生圭哉・髙木和広・横山淳史・小

原裕三・並木小百合・淺田真由  

 我々の身の回りに存在する1000万種を超える

といわれる有機化学物質は、多様な用途で使用

されている。農業においても例外ではなく、

様々な有機化学物質が農薬等の農業資材として

使用されている。それらの一部は、農作物や土

壌に残留するとともに、大気への放出や河川等

の水系への流出により、生態系等に悪影響を及

ぼすことが懸念されている。有機化学物質グ

ループでは、これらの問題を解決するため、検

出法、影響評価法やリスク低減技術等を開発し

ている。現在行っている主な研究テーマは、堆

肥等に残留する農薬等有機化学物質の迅速検出

法の開発、農薬等有機化学物質の河川モニタリ

ング法の開発、農作物や水生生物に対する農薬

等有機化学物質による影響評価法の開発、農薬

等有機化学物質の大気への放出抑制技術の開

発、土壌残留した農薬等有機化学物質の分解法

の開発である。これらの研究成果を生産現場へ

普及させるだけではなく、農薬等有機化学物質

に関連する新たな制度に反映させることを目指

している。   

 

02  組織の概要 

ⅱ）研究領域の概要 
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生物多様性保全・利用グループ  

芝池博幸・大久保悟・加茂綱嗣・吉村泰幸・馬

場友希・前田太郎・伊藤健二・德岡良則・片山

直樹・江川知花・日下石碧・山本哲史  

 農業にとっての生物多様性は、土壌中の有機

物や水分の調節あるいは野生生物による花粉媒

介など、農業生産の基盤となる生態系の機能や

サービスを提供している。一方で、大規模で集

約化した生産体系への転換により、農地やその

周辺の生物多様性は劣化している。持続可能な

開発目標（SDGs）を達成するためには、生物

多様性に配慮した農業を推進する必要がある。

しかし、生物多様性を保全し利用する生産上の

利点や経営上の効果、生物多様性に配慮した農

産物の価値を消費者に伝える手法などが十分に

解明されていないために、持続可能な農業の展

開は滞っているのが現状である。こうした状況

を打開するために、生物多様性保全・利用グ

ループでは環境DNA分析等による農地の生物

多様性を客観的に評価する技術の開発と、この

技術を活用した生物多様性に配慮した農産物の

認証制度への展開を図る研究を実施している。

また、花粉媒介昆虫などの地域内の生物資源を

活用し、外来生物の侵入や蔓延に頑健な農業生

態系を管理する技術の開発により、生態系機

能・サービスに立脚した低管理コストの生産技

術の確立を目指している。   

02 組織の概要 

ⅱ）研究領域の概要  

農業生態系管理研究領域  芝池 博幸  

 農業生態系は地域の自然環境のなかで、定着した人びとによる耕作や牧畜の歴史を通して形作られ

てきた。また、その生態系を構成する生物相は、農地内における人びとの周期的な管理に適応すると

ともに、農地周辺の土地利用の歴史とも相互に作用しながら維持されてきた。近年、生産的でありな

がら持続可能な農業の推進が求められている。リモートセンシングや画像解析などの技術を活用して

農地の状態を管理する農業のスマート化が推進される一方で、地域の生態系や生物多様性の力、いわ

ゆる生態系サービスを活用した農業への転換も必要とされている。農業生態系管理研究領域では、農

地およびその周辺の生態系を健全な状態に管理し、侵略的外来種の侵入に対して頑健で、また豊かな

生物相を育む生産環境を創造することにより、生態系サービスの発現を農業や国民の利益につなげる

ための研究を実施している。   
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令和３年度における主要な取り組み 03 

農業環境研究部門の研究職員は農研機構の１６の大課題のうち、大課題「生産環境管理のスマート

化等による生産性の向上と環境保全の両立」を担い、研究開発を推進した。 

令和３年度の主な研究成果として、気候変動適応策研究分野の「気象情報とICTを活用した水稲、

小麦、大豆の栽培管理支援API」が挙げられる。近年の地球温暖化にともなう水稲の高温障害などの

農業気象災害、年々変動する気象によって生じる栽培暦の変動、さらに国内の農業で急速に進行して

いる経営規模の拡大に対応するため、複雑化している圃場計画や作業計画をデータとモデルに基づい

て支援する基盤技術が求められている。本技術は、多圃場での作期分散や気候変動対応において、施

肥管理や水管理、防除計画などに役立つ多様な栽培管理支援情報(例えば水稲発育予測など)を、様々

な営農支援システムの中に組み込んで利用できるよう、部品(API:あるプログラムの機能を他のシス

テムで利用きるようにする仕組み)として提供するものであり、令和3年度の重点普及成果に選定され

た。 

次に、農業生態系管理研究分野の「環境DNAを活用した落水管理による特定外来生物カワヒバリ

ガイの駆除技術」があげられる。カワヒバリガイは中国・朝鮮半島原産の二枚貝で、水利施設等に付

着・大発生し、通水障害の原因となる特定外来生物である。微小な幼生が水路などを経由して拡散す

るため、侵入初期の発見が難しく、対策の遅れが問題となっている。そこで、環境DNAを用いた高

感度検知手法と、非灌漑期の貯水池落水管理によるカワヒバリガイ繁殖個体の駆除技術を開発した。

自治体や土地改良区による導入もし易く、早期発見による早期防除や蔓延地から未侵入地域への侵入

防止対策を実現できるため、令和3年度の重点普及成果に選定された。 

さらに、気候変動緩和策研究分野の「「土壌有機物中の炭素の消失により無機化された窒素からの

N2O排出」の新たな算定法」があげられる。温室効果ガスインベントリ報告書では「土壌有機物中の

炭素の消失により無機化された窒素からのN2O排出量」を報告する必要があるものの、計測上の制約

から、これまでこの排出量を国際的な標準法である気候変動に関する政府間パネル（IPCC）ガイド

ラインで指定された方法では算定できていなかった。そこで、土壌炭素動態モデルRothCの全国計算

システム、土壌のC/N比、N2O統計モデルないしIPCCのデフォルト排出係数を組み合わせること

で、「土壌有機物中の炭素の消失により無機化された窒素からのN2O排出量」を算出する手法を開発

した。 

本年度は第５期中長期計画の開始年度に当たるものの、ほかにも目覚ましい研究成果が提出され

た。例えば、気候変動適応策研究分野の「全世界を対象とした穀物の収量予測情報の提供に向けて予

測の速報性と精度を確認」では、農研機構とAPEC気候センターが共同で行っている収量予測の速報

性について、米国農務省や欧州委員会共同研究センターによる収量予測が公表される1～6ヶ月前(収

穫の3～6ヶ月前)に収量の概況が把握できることが示された。これにより、国際市場における食料の

投機的な価格高騰を抑制するなど公益的な効果が期待でき、本成果は農林水産省が選定する「2021年

農業技術10大ニュース」に選出された。土壌環境管理研究分野の「日本の2000年から2015年の窒素 

 研究開発の推進 
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国際連携 

2022年２月に、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第55 回総会ならびに第２作業部会

（WG2）第12 回会合がオンラインで開催され、IPCC 第６次評価報告書（AR6）WG2報告書の政策

決定者向け要約（SPM）が承認されるとともに、同報告書の本体が受諾された。気候変動適応策研究

領域の長谷川利拡グループ長は、このWG2報告書第5章の統括責任執筆者として携わった。 

2021年12月に、国際農研が主催、農研機構が共催するオンライン国際シンポジウム「気候変動とコ

ロナ禍の食料需給への影響―不確実性下のフードセキュリティ―」が開催された。気候変動への適応

費用と、気候変動が食料あるいは各栄養素の供給に与える影響に関して、これまで得られた成果を紹

介した。また、近年、大きな問題となっているCOVID-19感染拡大が、将来の食料供給に与える影響

についても報告された。農環研からは、気候変動適応策研究領域の飯泉仁之直氏が「世界の穀物生産

における気候変動適応コスト」と題する講演を行い、パネルディスカッションにも登壇した。 

 

行政部局との連携 

農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課、農産局農業環境対策課との連絡会を10月にオンライン

で開催した。農林水産省からは両課のほかに農林水産技術会議事務局が参加した。大臣官房環境バイ

オマス政策課、農産局農業環境対策課からは、各課の施策、取り組み、予算要求項目等について、多

岐にわたる話題提供があった。続いて農環研側からは、生分解性プラスチック製農業資材活用技術の

開発状況、気候変動による水稲（コメ）の収量や外観品質への影響、窒素問題と日本の窒素収支

（2000～2015 年）について研究成果の紹介がなされた。その後、政府の GHG 削減目標における農

林水産分野の位置付け、メタン排出削減手法、データ駆動型土づくり、生分解性マルチ導入等につい

て活発な意見交換がなされた。 

 

 連携、広報の推進 

収支」では、日本の全ての人間活動と環境を対象に2000年から2015年までの窒素収支を解明し、肥

料や工業原料としての窒素利用の便益を保ちつつ、窒素汚染を防ぐ技術の開発や政策の立案に有用な

知見が示された。化学物質リスク研究分野の「アルコール脱水素酵素OsADH2の機能欠損によるイネ

のヒ素低減に関する新たな仕組み」では、OsADH2の機能欠損が根のケイ酸トランスポーターを介し

たヒ素吸収を抑制するという新たな仕組みの解明が報告された。 

03 令和３年度における主要な取り組み 
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03 令和３年度における主要な取り組み 

また、農林水産省消費・安全局農産安全管理課との連絡会11月にオンラインで開催した。農林水産

省からは、他にも消費・安全局食品安全政策課、農林水産技術会議事務局が参加した。まず農産安全

管理課から、コメ中のヒ素・カドミウムおよび農作物中の鉛についてのリスク管理の動向、2019 年 

12 月に改正された肥料制度についての具体的な説明、ゲノム編集技術により得られた農林水産物の

利用に係る手続について話題提供があった。農環研側からは、トレードオフ値を用いたコメ中のヒ

素・カドミウムとメタン排出の同時削減手法、家畜排泄物からのリン回収技術の現状、生分解性プラ

スチック製マルチにおける酵素処理による分解促進技術についての研究を紹介した。また、農研機構

本部から、ゲノム編集技術に関する倫理的取り組みについて紹介があった。話題提供後には、質疑応

答に加え、活発な意見交換がなされた。  

 

民間との連携 

広報分野では、研究成果の情報発信に努めている。本年度は、新型コロナ禍の影響で恒例のイベン

ト令和２年１１月に「スマート農林水産業 ～みどりの食糧システム戦略の実現に向けて～」をテー

マとしたアグリビジネス創出フェアが開催された。農研機構のブースに農環研は、「農地の機能を活

用した取り組みやすい農地管理技術で生産性を高めながら温暖化を防ぐ」という題目のポスターを掲

示し、会場説明を実施した。民間への成果の普及を目的とした連携推進部会は、昨年に引き続き開催

されなかった。 

 

広報活動 

広報分野では、研究成果の情報発信に努めている。本年度は、ショウガ⻘枯病防除や「農研機構地

域気候シナリオデータセット」の利用に関する標準作業手順書、ドローンを用いたほ場計測マニュア

ルの改訂版を農研機構HPで公開した。また、研究成果を一般向けに紹介する動画として「農地にお

ける温室効果ガスの削減技術とその評価」を作成し、農研機構HPで公開した。 

さらに、つくば市が主催する「つくばちびっ子博士2021」の現地見学イベントとして、7月に「昆

虫採集教室」を開催し、昆虫採集を行い、昆虫の名前を調べて標本を作製した。 
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04 研究の実施状況 

中課題「物質循環機能の高度化による生産性向上と温室効果ガス削減の両立（41401）」のもと、

２つの小課題を推進した。 

小課題１「革新的な気候変動緩和技術の開発」においては、NEDOムーンショット型研究開発事

業「資源循環の最適化による農地由来の温室効果ガスの排出削減」を中心に、低メタンイネ品種の開

発およびダイズ根粒菌を用いた一酸化に窒素の削減技術の開発等の革新的な温室効果ガス削減技術の

開発に取り組んだ。行政への貢献として、温室効果ガス排出量算定方法検討会 等の委員を務めた。ま

た、JICA研修「気候変動の解決策として有望な農業技術～NDCに農業を加えるために～」において

講義を行った。  

小課題２「生分解性プラスチック製農業資材活用技術の開発」においては、生分解性プラスチッ

クマルチの酵素処理による分解制御に関する研究に取り組んだ。酵素製造現場で酵素生産培養後の酵

素剤調整方法は、安価でかつ畑に散布できるように調製する必要がある。生研支援センター イノベー

ション創出強化研究推進事業 開発研究ステージでは、エタノール処理により、酵素生産菌の殺菌、酵

素の安定化、濃縮、酵素剤の腐敗防止が可能であることを示した。環境省事業：脱炭素社会を支える

プラスチック等資源循環システム構築実証事業では、バイオマス原料由来の生分解性プラスチック製

農業用マルチフィルムの開発と、使用後の酵素処理による分解促進方法の検討に取り組んでいる。 

気候変動緩和策研究領域 革新的循環機能グループ 

水田から発生するメタンの迅速評価法の確立 

本手法は、一般的なクローズドチャン

バ法に原位置でのメタン濃度測定を組

み合わせた水田メタン排出量の迅速評

価手法である。従来30分程度を要し

ていた測定を最短4分に短縮するとと

もに、イネ体を通る経路と泡（バブリ

ング）として排出されるメタンとを分

離定量することが可能である。 

発表論文等 
１）Tokida T. (2021) J. Agric. Meteorol. 77:160-165. 
２）Kajiura M. and Tokida T. (2021) J. Agric. Meteorol. 77:245-252 
３）Kajiura M. and Tokida T (2022) J. Agric. Meteorol. 78: 41-45. 
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中課題「物質循環機能の高度化による生産性向上と温室効果ガス削減の両立（41401）」のもと、

小課題「気候変動緩和技術の実証と総合評価および見える化」に取り組んだ。水田の水管理による温

室効果ガス（GHG）排出削減について、試験地の選定を含む新規の試験設計を進めた。畑へのバイ

オ炭施用について取り組み、堆肥化過程におけるGHG排出削減に関する成果を得るとともに、令和

４年度以降の圃場試験設計を検討した。これまで主に農業活動の現場におけるGHG排出・吸収量を

「見える化」することを目的に公開してきた「土壌のCO2吸収「見える化」サイト」にライフサイク

ルアセスメント（LCA）の手法を導入し、農業活動の現場だけでなくその上流・下流のバリュー

チェーンも考慮し、GHG以外の多元的評価軸を導入した総合評価を行えるサイトにするための基本

設定を固めた。我が国の目指す「2050年ゼロエミッション」に貢献する農業のシナリオについて、現

在我々が持っている、あるいは開発を目指している技術を導入することで、耕種農業由来GHG排出

を2050年までにどこまで削減可能であるか、見通しを得た。 

その他、主なアウトプット： 

・プレスリリース：ベトナム・メコンデルタで温室効果ガス削減効果を評価 ―水稲作と肉牛生産

の複合システムによって 22 ％削減可能―(2021年8月19日、国際農研らと共同） 

・表彰：日本土壌肥料学会論文賞、2021年9月15日 

気候変動緩和策研究領域 緩和技術体系化グループ 

04 研究の実施状況 

  

バイオ炭による土壌炭素貯留量の算定を精緻化する改良算定法 

発表論文等 

１）Woolf D. et al. (2021) Environmental Science & Technology https://doi.org/10.1021/acs.est.1c02425 
２）岸本文紅 (2022) 日本LCA学会誌 18(1): 36–42 
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水稲の高温障害リスクのモニタリングサイト設定に向けて、過去40年間の極端高温出現頻度の地

域的特徴とその推移を明らかにした。さらに、近年の異常高温によって、水稲の開花期高温不稔が、

日本および世界の稲作地帯で発生していることを明らかにするとともに、穂温による高温不稔予測モ

デルを構築した。グローバルスケールでは、全世界の穀物の収量変動を収穫数カ月前に気温・土壌水

分量季節予報データから予測するプログラム（機構-X17）を活用した簡易版収量予測サービスを2023

年までにAPEC気候センターの公式サービスとして運用開始する予定としている。 

国内地域スケールの影響評価および世界の穀物収量変動予測について、下記3件をプレスリリース

した。 

•「気候変動による水稲(コメ)の収量や外観品質への影響は従来の予測以上に深刻である」（2021

年7月19日）（https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niaes/143133.html） 

•「全世界を対象とした穀物の収量予測情報を提供- サービスの速報性と予測の精度を確認し本格

運用へ前進 -」（2021年8月19日）2021年農業技術10大ニュースに選定。(https://www.naro.go.jp/

publicity_report/press/laboratory/niaes/143383.html) 

•「猛暑年に国内水稲の高温不稔の実態を調査、モデル化で将来予測も可能に」（2022年1月18

日）（https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niaes/148782.html） 

この他、日本農学賞/読売農学賞 、日本気象学会堀内賞、2021 PAWEES Paper Award (SAWADA 

Prize)などの受賞があった。また、 2月に公開された気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第２作

業部会第6次報告書では、「食料、繊維、その他の生態系産物」に関する章の統括執筆責任者、貢献

著者、チャプターサイエンティスト等として貢献するとともに、グループからの成果が20件以上引用

された。 

気候変動適応策研究領域 作物影響評価・適応グループ 

04 研究の実施状況 

 

猛暑年に国内水稲の高温不稔の実態を調査－モデル化で将来予測も可能に 

発表論文等 

Yoshimoto M. et al. (2021) J. Agric. Meteorol. 77:262-269 
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栽培管理支援システムに含まれる13コンテンツについて、WAGRIへの実装のための作業を進め

た。乾物生産と窒素蓄積に基づいたダイズの生育・収量予測モデルを開発するとともに、それをもと

にした「生育シミュレーター」ツールを開発し、職務作成プログラムに登録した（機構-X25）。ま

た、ダイズ個葉の光合成パラメータについて、温度の影響を明らかにするとともに、ハイパースペク

トルデータにより高速推定する手法を開発し、論文発表した。 

埼玉県茶業研究所と連携し、秋口からのチャの休眠,春先の休眠打破,その後の萌芽のプロセスをモ

デル化し、モデルパラメータ最適化と気象情報からチャの萌芽率を推定するためのプログラム「気象

情報を利用したチャ萌芽率推定・最適化プログラム」を開発し、職務作成プログラムに登録した（機

構-X19） 

水田への給排水を制御して当該水田の水位を管理するための水位管理スケジュールを生成する

「水田の水位管理スケジュールの生成装置、生成方法、生成プログラム、制御装置、制御方法、及び

制御プログラム」を開発し、特許取得した（特開2022-31210(P2022-31210A)）。水田のメタン削

減、水稲のヒ素・カドミ吸収低減と生産性の維持を同時に実現する水管理技術に利用する。 

この他、日本作物学会講演会優秀発表賞、土壌物理学会賞論文賞の表彰があった。 

気候変動適応策研究領域 気象・作物モデルグループ 

04 研究の実施状況 

  

水稲幼穂発育ステージを定量的に記述する新指標Floral Stage (FS) と幼穂

発育予測モデル 

発表論文等 

Fushimi E. et al. (2021) Agron. J. 113:5040-5053  
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成果の社会実装に向けて、公設試と連携した農業現場で生じる諸問題に対応した取り組みを進め

た。岐阜県、静岡県等とは生理障害を対象とした作物診断技術開発を推進し、群馬県とは品質評価技

術において秘密保持契約を締結した。有機農業普及の推進に向け、有機転換に伴う土壌生物性の変化

を明らかにすることを目的に茨城県と共同研究を実施した。菌根菌を指標とした土壌診断確立に向け

て理化学研究所との資金提供型共同研究を推進した。 

農水省、環境省、厚労省の国行政、茨城県の環境行政との意見交換や連携を行うと共に、水質総

量規制（環境省中央環境審議会）や霞ヶ浦の湖沼水質保全計画（茨城県環境審議会）の策定に貢献し

た。経済界の団体や学術団体からの複数の招待講演と意見交換を通じて、社会全体としての窒素負荷

の削減に向けての理解の浸透や協力関係の構築に努めた。食品加工～消費側の改善の取り組みに向け

ては、食品関連企業（アサヒグループ食品）との資金提供型共同研究を進めると共に、厚労省の厚労

科研に参画し、持続可能性を考慮した健康な食事の検討や普及に向けた研究を進めた。 

全国の公設試研究員を対象とした土壌断面調査法および土壌分類に関するオンライン講習会を開

催し、写真や動画を用いた土壌断面調査法の解説を行うとともに、土壌分類演習問題による包括的土

壌分類第一次試案の普及に貢献した。スガノ農機(株)との資金提供型共同研究を進め、中長期的な土

壌管理が土層の垂直分布に及ぼす影響を明らかにするとともに、現地講習会の講師を務め、生産者へ

中長期の土づくりの重要性を提案した。 

土壌環境管理研究領域 土壌資源・管理グループ 

04 研究の実施状況 

 

日本の畜産業における窒素フロー及び窒素利用効率の長期変遷を解明 

発表論文等 

平野ら（2023）土肥誌 94: 11-26  
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中課題名「データ駆動型土壌管理による持続的生産基盤の構築」の小課題「多元センシング・モ

デリングによる農地環境の生産性・持続性評価手法の開発」において、ドローン空撮画像を用いた

データ拡張法による圃場内の土壌理化学性の分布推定について、全炭素量、全窒素量、粒度組成、

pH(H2O) 等の理化学性指標を高い精度での面的に推定する手法を開発した。ドローンによる空撮画

像を教師なし学習により分類し土壌調査地点を効率的に選定する技術を開発し、特許を申請した。 

日本国温室効果ガスインベントリ報告書、国際・国内機関の各種統計、および関連文献の情報を

活用し日本全体を対象とした物質としての窒素の流れを集計するモデルを構築した。このモデルを用

い、農業セクターを中心とした2000年から2015年の日本全国の窒素フロー算定と経年変化の評価を

行った。本成果について、8月24日に「日本の2000年から2015年の窒素収支を解明」として、プレス

リリースを行った。 

アウトリーチ活動として、「産総研シンポジウム 窒素循環における課題とその解決にむけて」

の共催および基調講演を行った。日本土壌肥料学会賞および日本ペドロジー学会2021年度大会ポス

ター賞を受賞した。また、金子農林水産大臣のほか視察対応３件、外部シンポジウムでの招待講演５

件、公的機関の研修での講師３件を行い、成果の普及、広報に取り組んだ。 

土壌環境管理研究領域 農業環境情報グループ 

04 研究の実施状況 

  

ドローンの事前観測による地上調査データ収集の効率化 

発表論文等 

森下、石塚（2021）システム農学、37(2):21-28  

土壌の理化学特性を把握する際に、ドローンによる空撮画像の教師無し学習によって土壌特性が

類似した区域にゾーニングを行い、土壌調査地点を選定を可能とする手法。経験や主観に依存せ

ず、必要最低限の地上調査で各土壌特性の把握を可能とした。 
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化学物質リスク研究領域 無機化学物質グループ 

無機化学物質グループは、水稲など作物による有害化学物質（ヒ素やカドミウム）の吸収を抑制

する技術開発、および放射性物質による作物汚染リスク予測法の開発などを研究している。令和3年

度は以下の研究に取り組んだ。 

１．ヒ素吸収の少ない変異体（las3）の遺伝子同定と機能解析を実施し、成果を論文として公表

し、研究成果情報とした。 

２．WATARAS等の自動水管理システムによる間断灌漑3湛4落の実践とコメの無機ヒ素低減効果

を検討した。 

３．製鋼スラグの連年施用によるコメの無機ヒ素低減効果について検証した。 

４．放射性セシウム（137Cs）の大気降下量と作物沈着量を実測し、汚染リスク予測に必要なデー

タを収集した。 

５．福島県での環境再生事業に向けた理解醸成のために、大学生・社会人向けの教育講座を実施

した。 

福島県での環境再生に関する取り組みに対し、環境大臣賞「環境保全功労者表彰」および農業農

村工学会賞「地域貢献賞」が授与された。 

04 研究の実施状況 

 

ケイ酸輸送体による亜ヒ酸吸収を制御する遺伝子（OsADH2）の発見  

発表論文等 

Hayashi S. et al. (2021) Plant Physiol. 186: 611-623  
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04 研究の実施状況 

  

化学物質リスク研究領域 有機化学物質グループ 

研究に関しては、2つの課題を重点的に取り組んだ。 

堆肥中クロピラリドの生物検定法（サヤエンドウ法）の改良に関しては、約1か月を要

する検定期間を短縮（約2週間）して堆肥施用の可否を判断する手法を開発するため、土

壌中クロピラリド濃度と残留指数の関係を確認するとともに、残留指数と生育障害の症状

の経時変動について検討した。その結果、サヤエンドウ播種14日後程度の第3葉と第4葉で

カッピングや変形が確認された場合は堆肥施用不可と判断できることを確認した。 

土壌残留した農薬類の分解に関しては、5種のネオニコチノイド系農薬が溶解した培地

に各種鉄資材を添加した結果、還元鉄粉ではすべての農薬を、転炉スラグでは2種の農薬

を分解できることを明らかにした。 

これらの研究を実施するために外部資金に積極的に応募し、代表3件、分担1件を獲得

するとともに、民間企業との資金提供型共同研究を1件開始した。 

得られた成果を、関連学会で発表するなど、研究成果の広報に努めた。 

これら以外にも、農林水産省、内閣府や環境省等が主催する委員会の専門委員等を10

件以上務め、研究専門分野を活かした社会貢献を行った。 

・環境省EXTEND2016化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 など 

後作物残留しやすい農薬の性質を特定  

発表論文等 

Motoki Y. et al. (2019) ACS Agric. Sci. Technol. 1: 362-371 
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１）環境DNAによる指標生物抽出手法を開発するために、鳥類、魚類、節足動物の3生

物種群を対象にしたDNAバーコーディング用プライマーを整備し、既往の生物相調査の結

果等を踏まえて分析結果の妥当性を検証した。また、農耕地およびその周辺における生物

多様性保全の取組として、国内外の認証制度について事例を収集した。 

２）花粉媒介昆虫モニタリング技術の有効性を確認するために、果樹・果菜類6作目に

ついてマニュアルを用いた現地実証試験を実施した。また、気候変動等により農地および

その周辺における蔓延が危惧される侵略的外来種については、貯水池の落水によるカワヒ

バリガイ（特定外来生物）の低コスト型管理技術の早期社会実装を図を図った。 

カワヒバリガイの低コスト型管理技術開発については（下図）、環境DNAによる調査

手法に関する原著論文（Ito and Shibaike 2021）を発表するとともに、これに関する特許

を出願（特願 2021-087573）し、プレスリリース（2021年8月）も行った。カワヒバリガ

イ管理技術の早期社会実装については、3つの土地改良区管内で付着トラップによるモニ

タリングを実施するとともに、土地改良区と共同で環境DNA調査を実施し、新たな貯水池

における侵入実態を自治体等と情報共有した。また、計8箇所の貯水池で落水による駆除

対策を実施するとともに、新たに侵入が確認された貯水池における落水を自治体（笠間

市）に提案している。このほか、関東農政局や中部地方整備局による調査事業に環境DNA

を用いたカワヒバリガイのモニタリング手法が採用され、技術の社会実装が進んだ。 

農業生態系管理研究領域 生物多様性保全・利用グループ 

04 研究の実施状況 

 

外来二枚貝対策を目的とした検知手法と貯水池の落水標準手順書 

発表論文等 

Itoh K. and Shibaike H. (2021) Plankton and Benthos Research 16(2): 100-108  
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令和３年度研究予算課題一覧 05 

ⅰ）概要 
（単位:円） 

セグメント 収益化等区分 
運営費交付金 外部研究資金 

合計 
業務経費 － 

マネジメントセグメント 本部業務 70,347,626  1,650,950  71,998,576  

研究セグメントⅣ 大課題14 222,724,403  1,119,362,880  1,342,087,283  

合計 293,072,029  1,121,013,830  1,414,085,859  
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅱ）大課題研究経費  

ⅱ）大課題研究経費 

大課題 中課題 小課題 研究担当グループ名 

生産環境管理のスマート化等による生産性の向上と環境保全の両立 

  01 物質循環機能の高度

化による生産性向上

と温室効果ガス削減

の両立 

  気候変動緩和策研究領域 

  01 革新的な気候変動緩和技術の開発   

革新的循環機能開発グ
ループ 

  02 生分解性プラスチック製農業資材
活用技術の開発 

  

  03 気候変動緩和技術の実証と総合評
価および見える化 

  緩和技術体系化グルー
プ 

  02 生産環境・栽培管理

情報の統合による気

候変動に適応した高

生産性農業の実現 

  気候変動適応策研究領域 

  01 

作物生産におけるマルチ時空間ス
ケールの気候変動影響と適応技術
の評価および対話型影響・適応技
術評価システムの開発 

  作物影響評価・適応グ
ループ 

  02 
データ駆動型農業の基盤となる気
象情報作成法と作物生育学習モデ
ルの開発 

  気 象・作 物 モ デ ル グ
ループ 

  03 データ駆動型土壌管

理による持続的生産

基盤の構築 

  土壌環境管理研究領域 

  01 土壌情報基盤の高度化およびデー
タ駆動型土壌管理技術の開発   土壌資源・管理グルー

プ 

  02 
多元センシング・モニタリングに
よる農地環境評価・モデリング手
法の開発 

  農業環境情報グループ 

  04 有害化学物質の動態

解明に基づく安全な

作物生産の実現 

  化学物質リスク研究領域 

  01 
有害元素の農業環境中における動
態解明に基づく安全な農作物生産
技術の開発 

  無機化学物質グループ 

  02 農業環境における農薬等のリスク
低減技術の開発   有機化学物質グループ 

  05 農業生産と健全な生

態系の両立による農

業の価値創出 

  農業生態系管理研究領域 

  01 環境DNAによる生物多様性評価手
法の開発と認証制度への展開   

生物多様性保全・利用
グループ 

  02 生態系機能・サービスを活用した
管理コスト削減技術の開発   
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ⅲ）大課題研究経費以外の交付金 

05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅲ）大課題研究経費以外の交付金 

種別 研究課題名 
関連する 

中課題番号 
所属 

横 串 枠 

（大課題推進費） 

ドローン画像集積データの用途拡大を目

指した衛星コンステレーションとの融合

技術の開発 

中02 

中03 

気象・作物モデルグループ 

農業環境情報グループ 

横 串 枠 

（大課題推進費） 

土壌水分推定技術を組み込んだ露地野菜

生育モデルの改良・高精度化と実装 

中02 

中03 

作物影響評価・適応グループ 

土壌資源・管理グループ 

横 串 枠 

（大課題推進費） 

発育予測モデルを中心に展開する土地利

用型作物と果樹の栽培管理支援APIの拡

充・仕様標準化と基盤データ・ツール群

の整備 

中02 
気候変動適応策研究領域長 

気象・作物モデルグループ 

NAROイ ノ ベ ー

ション創造プログ

ラム経費(NIP) 

環境ＤＮＡメタバーコーティング技術に

基づく革新的な水田の生物多様性評価手

法の基盤構築 

中05 生物多様性保全・利用グループ 

NAROイ ノ ベ ー

ション創造プログ

ラム経費(NIP) 

ハイパースペクトル反射計測と機械学習

によるイネの群落光合成とメタン放出の

高速・同時推定法の開発 

中02 
気象・作物モデルグループ 

農業環境情報グループ 

理 事 長 裁 量 経 費 

（二次配分枠） 

みどり戦略実現技術開発・実証事業に

て、自動水管理によるメタン削減の現地

実証・実用化促進するためのスタート

アップ 

中01 

中02 

中04 

緩和技術体系化グループ 

気候変動適応策研究領域長 

気象・作物モデルグループ 

無機化学物質グループ 

NAROプロ1 
農産物の「環境価値」見える化とフード

チェーンの最適化  
中01 緩和技術体系化グループ 

NAROプロ5 
耕畜連携によるゼロエミッション農業へ

の貢献 

中01 

中03 

中04 

気候変動緩和策研究領域長 

革新的循環機能開発グループ 

緩和技術体系化グループ 

土壌資源・管理グループ 

無機化学物質グループ 

有機化学物質グループ 

NAROプロ6 

バ イ オ テ クノ ロ ジー 基 盤 情報 プ ラッ 

ト フ ォ ー ム の 構 築 に よ る 生 物 機 能 

開発の加速 

中01 革新的循環機能開発グループ 

NAROプロ7 
有機農業の大幅な拡大に資する環境 保全

と生産性の両立 
中03 土壌資源・管理グループ 
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ⅳ）農水省委託プロジェクト 

05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅳ）農水省委託プロジェクト 

研究課題名 
関連する 

研究課題番号 
研究担当グループ名 

プロジェクト 

略称名 
代表機関名 

指導・とりまとめ業務 
中01 

中03 

緩和技術体系化Ｇ 

土壌資源・管理Ｇ 

農地土壌炭素貯留

等基礎調査事業 
農研機構 

農耕地土壌における有機物安定化の解明と

炭素貯留ポテンシャル評価 

中01 

中03 

革新的循環機能Ｇ 

緩和技術体系化G 

土壌資源・管理G 

戦略的国際共同研究推進委

託事業のうち地球規模の課

題解決に向けた国際共同研

究推進事業 

農研機構 

農地土壌の炭素貯留能力を向上させるバイ

オ炭資材等の開発 
中01 緩和技術体系化Ｇ 

農林水産研究推進事

業委託プロジェクト

研究 

福井県 

省力的かつ現場で使い易いコメの無機ヒ素

低減技術の開発 
中04 

化学物質領域長 

無機化学物質G 

安全な農畜水産物安定供給

のための包括的レギュラト

リーサイエンス研究推進委

託事業 

農研機構 

我が国の輸出に有利な国際的検疫処理基準

の確立・実証委託事業 
中03 

土壌環境領域長 

農業環境情報G 

輸出環境整備推進

事業 
農研機構 

被覆を必要とする農薬の使用時におけるリ

スク低減に関する研究 
中04 有機化学物質Ｇ 

安全な農畜水産物安定供給

のための包括的レギュラト

リーサイエンス研究推進委

託事業 

農研機構 

国内未発生の雑草のリスク分析等の実施に

向けた調査等委託事業 
中05 生物多様性保全Ｇ 

令和３年度国内未発生の雑

草のリスク分析等の実施に

向けた調査等委託事業 

農研機構 

品種多様性拡大に向けた種子生産の効率化

技術の開発 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

農林水産研究推進事

業委託プロジェクト

研究 

農研機構 

AIを活用した病害虫診断技術の開発 
中01 

中03 

革新的循環機能G 

農業環境情報G 

農林水産研究推進事

業委託プロジェクト

研究 

農研機構 

農業における花粉媒介昆虫等の積極的利活

用技術の開発 
中05 

農業生態系領域長 

生物多様性保全G 

農林水産研究推進事

業委託プロジェクト

研究 

農研機構 

育種ビッグデータの整備および情報解析技

術を活用した高度育種システムの開発 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

農林水産研究推進事

業委託プロジェクト

研究 

農研機構 

民間事業者、地方公設試等の種苗開発を支

える育種基盤技術の開発 
中04 無機化学物質Ｇ 

農林水産研究推進事

業委託プロジェクト

研究 

農研機構 



 

27  

N
IA

ES A
n

n
u

al R
ep

o
rt 2

0
2

1

 

05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅳ）農水省委託プロジェクト 

研究課題名 
関連する 

研究課題番号 
研究担当グループ名 

プロジェクト 

略称名 
代表機関名 

アジア地域の水田におけるGHG削減等に

関する総合的栽培管理技術の開発 
中01 

革新的循環機能Ｇ 

緩和技術体系化G 

農林水産研究推進

事業委託プロジェ

クト研究 

農研機構 

農業被害をもたらす侵略的外来種の管理

技術の開発 
中05 

農業生態系領域長 

生物多様性保全G 

農林水産研究推進

事業委託プロジェ
農研機構 

脱炭素型農業実現のためのパイロット研

究プロジェクト 

中01 

中05 

緩和技術体系化Ｇ 

生物多様性保全G 

農林水産研究推進

事業委託プロジェ
農研機構 

特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再

開に向けた技術実証 
中04 無機化学物質G 

農林水産分野の先

端技術展開事業 
農研機構 

AIを活用した病害虫診断技術の開発

（PRISM） 
中03 農業環境情報Ｇ 

農林水産研究推進

事業委託プロジェ
農研機構 
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ⅴ）競争的資金 

05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅴ）競争的資金 

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

わが国の稲作のイノベーションを実現する

初冬直播き栽培法の確立 

中01 

中02 

革新的循環機能開発Ｇ 

気象・作物ﾓﾃﾞﾙG 

イノベーション創出強化

研究推進事業 
農研機構 

先端ゲノム育種によるカドミウム低吸収性

イネ品種の早期拡大と対応する土壌管理技

術の確立 

中04 無機化学物質Ｇ 
イノベーション創出強化

研究推進事業 
農研機構 

畑作の省力化に資する生分解性プラスチッ

ク分解酵素の製造技術と生分解性農業資材

利用技術の高度化 

中01 
革新的循環機能開発G 

緩和技術体系化Ｇ 

イノベーション創出強化

研究推進事業 
農研機構 

チルド米飯ニーズと加工製造課題に即応す

る超多収低アミロース米系統の早期育成 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

イノベーション創出強化

研究推進事業 
農研機構 

革新的な土壌データの取得方法およびデー

タ高付加価値化手法の開発-次世代型土壌

ICTの開発に向けて- 

中01 

中02 

中03 

緩和技術体系化Ｇ 

作物影響評価・適応Ｇ 

土壌資源・管理G 

イノベーション創出強化

研究推進事業 
農研機構 

農作物における病害の発症前検知を目的と

した非破壊その場ケミカルセンシング法の

開発とその応用に向けた基盤技術の開発 

中04 有機化学物質Ｇ 
イノベーション創出強化

研究推進事業 
農研機構 

国際動向に立脚した農薬代謝物の新たなリ

スク評価手法に関する研究 
中04 有機化学物質Ｇ 

食品健康影響評価技術研

究 
農研機構 

ハイブリッド作物生育モデルと品種設計法

の開発 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

JST戦略的創造研究推進

事業（CREST） 
農研機構 

自然条件下で光合成誘導時間を連続的に推

定する手法の開発 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 

JST戦略的創造研究推進

事業（さきがけ） 
農研機構 

激化する気候変動に対応できる農林水産業

に関する国立研究開発法人農業・食品産業

技術総合研究機構による研究開発 

中02 
作物影響評価・適応Ｇ 

気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

JST研究成果展開事業共

創の場形成支援（共創の

場形成支援プログラム） 

東京大学 

(先端研) 

農地に関する土地利用変化に伴う土壌炭素

蓄積変化の解明とモデル化 

中01 

中03 

気候緩和策領域長 

緩和技術体系化Ｇ 

土壌資源・管理G 

環境研究総合推進費(環

境省) 

森林研究・

整備機構 

農地の機能へのコベネフィット評価 中05 生物多様性保全・利用G 
環境研究総合推進費(環

境省) 

国立環境研

究所 

気候政策とSDGsの同時達成における食糧生

産のシナジーとトレードオフ および統合解

析 

中02 作物影響評価・適応Ｇ 
環境研究総合推進費(環

境省) 

芝浦工業大

学 

流域における水資源への気候変動影響予測

と適応策の評価 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

環境研究総合推進費(環

境省) 
茨城大学 
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅴ）競争的資金  

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

精密気象分布データ作成のための高密度気

象データベースの構築 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 

環境研究総合推進費(環

境省) 

長野県環境

保全研究所 

統計的な手法によるデータ・ドリブンな気

候変動影響予測手法の開発と適応効果の解

析 

中01 

中03 

緩和技術体系化Ｇ 

農業環境情報Ｇ 

環境研究総合推進費(環

境省) 
茨城大学 

水稲、畑作物、野菜、果樹を対象とした気

候変動影響予測と適応策の評価 

中01 

中02 

中03 

緩和技術体系化Ｇ 

気候適応策研究領域長 

作物影響評価・適応Ｇ 

気象・作物ﾓﾃﾞﾙG 

土壌資源・管理Ｇ 

農業環境情報Ｇ 

環境研究総合推進費(環

境省) 
農研機構 

汚染木質バイオマスの燃焼及びガス化技術

の開発と放射性セシウムの挙動解明 
中04 無機化学物質G 

環境研究総合推進費(環

境省) 

国立環境研

究所 

北日本に特化したサブモデル開発による畑

作物収量予測の高精度化 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 科研費 農研機構 

気候変動下の高精度な作物収量・品質予測

のための耕地微気象シミュレータの開発 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 農研機構 

高速形質評価・環境計測によるダイズ安定

多収化に貢献する群落生産形質遺伝子座の

探索 

中02 
気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 

作物影響評価・適応Ｇ 
科研費 農研機構 

肥料として農地に投入されたリンが土壌微

細構造内で不均一に蓄積するメカニズムの

解明 

中04 無機化学物質Ｇ 科研費 農研機構 

同位体と微生物解析による農地土壌におけ

るN2Oの生成経路の解明 
中01 革新的循環機能開発Ｇ 科研費 農研機構 

陸域窒素循環のミッシングリンクを解く―

酸性土壌の硝化の正体 
中01 革新的循環機能開発Ｇ 科研費 農研機構 

高い光合成能力を持つイネ品種の将来の気

候変動下における水利用動態の解明 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 農研機構 

領域気象モデルを活用した農地動態の広域

熱環境への影響評価 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 科研費 農研機構 

小型衛星データとフラックスサイトデータ

を利用したディープラーニングによる作物

予測 

中02 

中03 

作物影響評価・適応Ｇ 

農業環境情報Ｇ 
科研費 農研機構 
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅴ）競争的資金  

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

低メタン性をもたらすイネ－土壌ー微生物系

の包括的キャラクタリゼーション 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 農研機構 

有機質資材を利用した肥効と温室効果ガス削

減の両立できる複合型肥料の開発 
中01 緩和技術体系化Ｇ 科研費 農研機構 

三酸素同位体を指標とする土壌～流域レベル

での硝酸イオンおよび亜酸化窒素の動態解析 

中01 

中03 

革新的循環機能開発Ｇ 

土壌資源・管理Ｇ 
科研費 農研機構 

スマート風土産業：ワイン専用品種の栽培適

地評価による適地適作の実現 
中03 農業環境情報Ｇ 科研費 農研機構 

環境DNA解析に基づく包括的な水田の生物多

様性・生態系サービス評価手法の確立 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

ミミズの土壌肥沃度改善機能の活用に向け

てー圃場実証と機能の定量化ー 
中01 革新的循環機能開発Ｇ 科研費 農研機構 

フユシャク類にみられる平行種分化とゲノム

の構造不安定性 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

天敵温存植物による給餌効果の物質基盤解明 中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

国際プロトコルに整合的な収量ギャップを用

いた新たな土地利用評価法の開発 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 農研機構 

形質介在効果の害虫防除への応用：捕食者存

在下でなぜ害虫の作物被害は減少するのか？ 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

植物方言と民俗利用、栽培生態特性から有用

植物の伝播過程と保全法を探る 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

時間的・空間的シナリオ不確実性を組み入れ

たプロスペクティブLCAの構築 
中01 緩和技術体系化Ｇ 科研費 農研機構 

有機物施用による土壌ヒ素の可溶化：有機物

の「分解性」に着目したリスクの予測と低減 
中04 無機化学物質Ｇ 科研費 農研機構 

豪雨による作物供給リスクを考慮した日本各

地域の栄養塩負荷誘発構造の解明 
中03 農業環境情報Ｇ 科研費 農研機構 

黒ボク土の低いリン利用性は土壌窒素の流域

内分布にどのように影響するのか？ 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 農研機構 

ゲノム編集によるファイトケラチン合成酵素

活性を強化したヒ素低集積イネの開発 
中04 無機化学物質Ｇ 科研費 農研機構 

静電特性に着目したイネ不稔籾の迅速判別手

法の確立 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 農研機構 
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅴ）競争的資金 

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

セイヨウミツバチからみたランドスケープ：

養蜂環境の景観生態学的評価 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

Deep learningとドローンを用いた空間的圃

場診断技術の開発 
中03 農業環境情報Ｇ 科研費 農研機構 

陸域物質循環のカギを握る土壌団粒内で起こ

る炭素・窒素動態の解明 
中01 革新的循環機能開発Ｇ 科研費 農研機構 

累積熱輸送モデルの新規構築による農地群の

局所的な高温・低温の評価 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 科研費 農研機構 

鳥類群集の長期変化傾向：全国探鳥会記録と

階層ベイズモデルによる推定 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

熱帯島嶼部における海水面温度先行型の季節

変動とその長期的変動に関する研究 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 農研機構 

土壌還元消毒法の基盤構築に向けたメカニズ

ムの解明 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 農研機構 

土壌雨量指数を用いた里地里山における土地

利用形態別の土壌の保水性・排水性評価 
中03 土壌資源・管理Ｇ 科研費 農研機構 

硝酸肥料・ポリフィルム土壌被覆の併用によ

る画期的なN20排出削減技術の開発 
中01 緩和技術体系化Ｇ 科研費 農研機構 

全国農薬生態リスクマップの構築とリスク変

動の可視化 
中03 農業環境情報Ｇ 科研費 農研機構 

土壌中酸素濃度制御条件下における一酸化二

窒素の生成・消費速度の定量とそのモデル化 
中01 緩和技術体系化Ｇ 科研費 農研機構 

作物残渣における一酸化二窒素発生に至る糸

状菌の窒素代謝プロセス解明 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 農研機構 

作用機構により精緻化した農薬生態毒性悪性

評価係数の開発と作物保護戦略への適用 
中01 緩和技術体系化Ｇ 科研費 農研機構 

光合成産物の競合による落莢を考慮したダイ

ズの子実生長過程のモデル化 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 科研費 農研機構 

ドローン空撮画像と作物生育予測モデルの融

合による高精度収量予測 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 科研費 農研機構 

葉の寿命と環境馴化を考慮した光合成能力の

モデル化：最適化仮説の結合 
中02 気象・作物ﾓﾃﾞﾙＧ 科研費 農研機構 

圃場におけるダイズ根粒菌集団管理法の開発 中01 革新的循環機能開発G 科研費 農研機構 
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅴ）競争的資金 

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

ゲノム編集による昆虫の生活史制御遺伝子の

同定 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 農研機構 

元素組換え雲母を利用した放射性セシウム土

壌‐植物間移行制御機構の解明 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 

京都府立大

学 

放射性セシウム担体物質の諸特性に基づくそ

の定量法の開発と汚染土壌等への適用 
中04 無機化学物質Ｇ 科研費 東京大学 

沿岸生態系と農地を相互保全する地域再循環

システムに基づく流域型農業環境革新の展開 
中03 土壌資源・管理Ｇ 科研費 広島大学 

ポジトロン放出核種Cs-127を用いた動植物

体内のセシウム動態の解明 
中04 無機化学物質Ｇ 科研費 

量子科学技術研

究開発機構 

将来の気候変動が世界各国・地域別のフード

セキュリティに与える影響分析 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 

国際農林水産業

研究センター 

永久凍土融解に伴うGHGsガス放出動態の定

量化と生物地球化学メカニズムの解明 
中02 作物影響評価・適応G 科研費 

県立広島大

学 

土壌炭素のターンオーバー速度に関する陸域

モデルの改良 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 

国立環境研

究所 

国際規格の要件と影響領域の網羅性を具備し

た世界標準のライフサイクル評価手法の開発 
中01 緩和技術体系化Ｇ 科研費 

東京都市大

学 

気象データと古文書の分析に基づく小笠原諸

島 父島・母島の気候変動の復元 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 

東京都立大

学 

先端技術の融合で解き明かす地下生態系のブ

ラックボックス 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 京都大学 

植物の土壌リン獲得シンドロームの解明と新

たな陸域生態系リン循環モデルの構築 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 京都大学 

土壌環境に触発された細根増産は土壌養分保

持能を損なうのか？ 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 名古屋大学 

イネのヒ素吸収・移行モデル構築による高温

下での子実ヒ素濃度上昇機構解明と低減戦略 

中02 

中04 

作物影響評価・適応Ｇ 

無機化学物質G 
科研費 島根大学 

土壌生成速度測定法の確立による土壌生産力

持続性評価手法の開発 
中03 土壌資源・管理Ｇ 科研費 近畿大学 

イネの生育にアーバスキュラー菌根菌が与え

る影響の遺伝・生理・生態学的研究 
中03 土壌資源・管理Ｇ 科研費 東京大学 
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅴ）競争的資金 

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

Consequences of intensive maize cultiva-

tion on soil microbiome and efficient ni-

trogen cycling in sub-Saharan Africa 

中01 革新的循環機能開発G 科研費 北海道大学 

半乾燥生態系での植物一根圏微生物相互作用

系を活用した緑化技術の開発 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 京都大学 

環礁国キリバスにおける地球温暖化被害の実

態把握と農業生産条件の解明 
中02 作物影響評価・適応Ｇ 科研費 日本大学 

オスによるメスの交尾器破壊はゴミグモ属内

でどのように進化したか？ 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 

京都女子大

学 

バブル態メタンの土壌内挙動の解明とメタン

ガス運命予測モデルの構築 
中01 革新的循環機能開発G 科研費 東京大学 

耕作放棄による農地景観の鳥類多様性崩壊の

閾値を探る：農業と生物保全の共存に向けて 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 東京大学 

画像解析と群集メタバーコーディングによる

統合的生物多様性モニタリング法の開発 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 滋賀大学 

周期ゼミの羽化年決定機構と周期分化のゲノ

ム基盤 
中05 生物多様性保全・利用G 科研費 京都大学 
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ⅵ）その他 

05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅵ）その他  

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

農業データアグリゲーションスキームの構

築及びそれを活用した病害虫診断AI技術開

発の加速化 

中03 農業環境情報G （PRISM交付金） 農研機構 

データ駆動型土壌メンテナンスによるス

マート農業の高度化 
中03 農業環境情報G （PRISM交付金） 農研機構 

世界のコメ生産地における気候変動適応策

の有効性評価のための耕地環境ストレスモ

ニタリング 

中02 
作物影響評価・適応 

G 

地球環境保全試験

研究(環境省) 
農研機構 

放射能調査研究委託事業のうち「農畜産物

及び土壌中放射性核種のバックグラウンド

レベルの監視」 

中03 

中04 

土壌資源・管理G 

無機化学物質G 

放射能調査委研究

委託事業（文科

省） 

農研機構 

放射性物質測定調査委託事業 
中03 

中04 

土壌環境領域長 

土壌資源・管理G 

無機化学物質G 

放射性物質測定調

査委託事業（文科

省） 

農研機構 

放射能調査研究委託事業のうち「農林生産

環境中における放射性核種の濃度変動の要

因と動態の解明」 

中03 

中04 

土壌資源・管理G 

化学物質領域長 

無機化学物質G 

放射能調査研究委

託事業（文科省） 
農研機構 

脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循

環システム構築実証事業 
中01 

革新的循環機能開発

G 

緩和技術体系化G 

脱炭素社会を支え

るプラスチック等

資源循環システム

構築実証事業（環

境省） 

三菱ケミカ

ル(株) 

令和3年度農薬の水域生態リスク管理手法

の確立業務 

中03 

中04 

農業環境情報G 

有機化学物質G 

令和3年度農薬の水

域生態リスク管理

手法の確立業務(環

境省) 

農研機構 

令和3年度農薬の後作物残留に係る調査業

務 
中04 有機化学物質G 

令和3年度農薬の後

作物残留に係る調

査業務(環境省) 

農研機構 
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05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅵ）その他  

研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

ムーンショット型研究開発事業／地球環

境再生に向けた持続可能な資源循環を実

現／資源循環の最適化による農地由来の

温室効果ガスの排出削減 

中01 

中04 

革新的循環機能開発

G 

緩和技術体系化G 

無機化学物質G 

ムーンショット型

研究開発制度（内

閣府）による研究

プロジェクト事

業・目標４（PD：

地球環境産業技術

研究機構） 

東北大学 

畑作物の干ばつ応答を推定するための生

育・収量予測モデルの開発 
中02 

作物影響評価・適応 

G 

委託研究（国立研

究開発法人国際農

林水産業研究セン

ター） 

農研機構 

農地土壌炭素貯留等基礎調査事業（農地

管理実態調査）のうち「全炭素・全窒素

測定業務」 

中01 

中04 

緩和技術体系化G 

無機化学物質G 

農地土壌炭素貯留

等基礎調査事業(農

水省生産局） 

(独)家畜改

良センター 

統合的ハザード予測 中02 気象・作物モデルG 

地球観測技術等調

査研究委託事業(文

部科学省) 

京都大学 

衛星データ・アンサンブル気象季節予

報・作物モデルを融合した全球作物生育

監視・収量予報システムの構築 

中02 
作物影響評価・適応 

G 

地球観測技術等調

査委託事業（文部

科学省） 

茨城大学 

農業技術の研究開発動向等に関する調査 - 研究推進室 
受託研究（(株)日

本政策金融公庫） 
農研機構 

インドネシア域を対象とした気候モデル

の統計的ダウンスケーリング 
中02 

作物影響評価・適応 

G 

インドネシア国

『気候変動対策能

力強化プロジェク

トフェーズ2におけ

る長期気候変動予

測にかかる能力強

化』」プロジェク

ト（JICA) 

一般財団法

人気象業務

支援セン

ター 
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研究課題名 
関連する 

中課題番号 

研究担当 

グループ名 
研究資金 代表機関名 

除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略の

具体化等に係る調査業務 
中04 無機化学物質G 

除去土壌等の減容

等技術実証事業

（環境省） 

(公財）原子

力安全研究

協会 

作物体の硫黄欠乏等を診断できるバイオマー

カーの開発 
中03 土壌資源管理G 

受託研究（全国農

業協同組合連合会

茨城県本部) 

農研機構 

水稲・小麦・大豆の栽培管理支援システム 

Ver.3 とメッシュ農業気象データ取得ツール

の開発 

中02 気象・作物モデルG 

国際競争力強化技

術開発プロジェク

ト 

  

土壌環境API開発・連携による新たな土壌管

理支援モデルの開発 

中02 

中03 

作物影響評価・適応 

G 

土壌資源・管理G 

国際競争力強化技

術開発プロジェク

ト 

  

植物常在菌の温室効果ガス発生菌へ変貌－そ

のメカニズム解明と制御技術の基盤構築 
中01 

革新的循環機能開発

G 

助成金（(公財)住

友財団） 
農研機構 

結晶スポンジ法による農薬等分解代謝物の迅

速構造決定 
中03 有機化学物質Ｇ 

助成金(日本農薬学

会） 
農研機構 

05 令和３年度研究予算課題一覧 

ⅵ）その他  
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06 令和３年度成果情報リスト 

ⅰ）重点普及成果情報 

重点普及成果情報名 
担当 

グループ 
成果の概要 

気象情報とICTを活用した

水稲、小麦、大豆の栽培

管理支援API 

気象・作物モ

デルグループ 

多圃場での作期分散や気候変動対応において、施肥管理や水管

理、防除計画などに役立つ多様な栽培管理支援情報(例えば水稲発

育予測など)を、様々な営農支援システムの中に組み込んで利用で

きるよう、API（あるプログラムの機能を他のシステムで利用き

るようにする仕組み)として提供する。 

環境DNAを活用した落水

管理による特定外来生物

カワヒバリガイの駆除技

術 

生物多様性保

全・利用グ

ループ 

環境DNAを用いた高感度検知手法と、非灌漑期の貯水池落水管理

によるカワヒバリガイ繁殖個体の駆除技術を開発した。自治体や

土地改良区による導入もし易く、早期発見による早期防除や蔓延

地から未侵入地域への侵入防止対策を実現できる。 

ⅱ）普及成果情報 

普及成果情報名 
担当 

グループ 
成果の概要 

「土壌有機物中の炭素の

消失により無機化された

窒素からのN2O排出」の新

たな算定法 

緩和技術体系

化グループ 

土壌炭素動態モデルRothCの全国計算システム、土壌のC/N比、

N2O統計モデルないしIPCCのデフォルト排出係数を組み合わせる

ことで、温室効果ガスインベントリ報告における「土壌有機物中

の炭素の消失により無機化された窒素からのN2O排出」を算出す

ることができる。 

ⅲ）研究成果情報 

研究成果情報名 
担当 

グループ 
成果の概要 

携帯型メタン計を用いた

水田からの経路別メタン

排出量の迅速評価手法 

革新的循環機

能開発グルー

プ 

本手法は、一般的なクローズドチャンバ法に原位置でのメタン濃

度測定を組み合わせた水田メタン排出量の迅速評価手法である。

従来30分程度を要していた測定を最短4分に短縮するとともに、

イネ体を通る経路と泡(バブリング)として排出されるメタンとを

分離定量する。 
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06 令和３年度成果情報リスト 

ⅲ）研究成果情報 

研究成果情報名 
担当 

グループ 
成果の概要 

バイオ炭による土壌炭素

貯留量の算定を精緻化す

る改良算定法 

緩和技術体系

化グループ 

バイオ炭原材料のリグニン含量と炭化温度から炭化収率およびバ

イオ炭の有機炭素含有率の推定法や、バイオ炭の水素と炭素のモ

ル比から100年後の炭素残存率の推定法などにより、2019年改良

IPCCガイドラインにおけるバイオ炭による土壌炭素貯留量の算定

法を精緻化できる。 

猛暑年に国内水稲の高温

不稔の実態を調査、モデ

ル化で将来予測も可能に 

作物影響評

価・適応グ

ループ 

近年の夏季の異常高温下における、関東・東海・近畿地方の8府

県の水田での水稲の開花期高温不稔の緊急調査から開発した不稔

率推定モデルは、開花期5日間の日中平均穂温33°C以上の積算値

を指標とし、気象条件から国内の水田での高温不稔の発生の可能

性を予測できる。 

世界を対象とした穀物の

収量予測情報の提供に向

けて予測の速報性と精度

を確認 

作物影響評

価・適応グ

ループ 

農研機構とAPEC気候センターが共同で行っている収量予測につ

いて、米国と欧州12ヶ国を対象に2019年産収量の精度と速報性

を検証した結果、米国農務省などの予測に比べてやや精度が低い

ものの、既存の予測が公表される1～6ヶ月前(収穫の3～6ヶ月前)

に収量の概況が把握できる。 

最新の予測では世界の穀

物収量に対する気候変動

影響の将来見通しが顕著

に悪化 

作物影響評

価・適応グ

ループ 

主要生産国の多い中緯度地域では、気候変動による収量変化が、

コムギでは2020年代後半から、トウモロコシでは2030年代後半

から顕在化すると予測される。これらの時期は2014年に行われ

た前回の予測より10年以上早まっている。 

水稲幼穂発育ステージを

定量的に記述する新指標

Floral Stage (FS) と幼穂

発育予測モデル 

気象・作物モ

デルグループ 

FSは、ステージの進行が日数に対して直線的になるようにスケー

リングされている。そのため、FSによって幼穂発育ステージを定

量的に扱えるとともに、FSと既存の発育予測モデルを活用し、気

象情報から詳細な幼穂発育ステージを推定することのできる新た

な予測モデルを構築できる。 

乾物生産と窒素蓄積に基

づいたダイズの生育・収

量予測モデル 

気象・作物モ

デルグループ 

土壌の無機態窒素量と窒素固定速度からダイズへの窒素供給量を

算出し、乾物生産量と窒素蓄積量とのバランスに基づいてダイズ

の生育・収量を推定するモデルである。国内ダイズ品種および水

田転換畑に適用可能であり、作期の設定や収量変動の解析に役立

つ。 

圃場におけるダイズの光

合成パラメータの温度順

化とハイパースペクトル

反射率による推定 

気象・作物モ

デルグループ 

圃場における開放系温暖化実験により観察されるダイズ個葉の光

合成パラメータの温度順化は、可視・赤外波長域のハイパースペ

クトル反射率と回帰学習器を組み合わせることにより、高速にか

つ精度よく推定できる。 
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06 令和３年度成果情報リスト 

ⅲ）研究成果情報 

研究成果情報名 
担当 

グループ 
成果の概要 

植物の低温馴化・脱馴化

を考慮したチャ萌芽率推

定モデル 

気象・作物モ

デルグループ 

植物の秋から冬にかけての低温馴化、春先の脱馴化、その後の萌

芽のプロセスに基づいて、チャの萌芽率を推定するモデル。気候

変動下の不安定な温度環境においても萌芽率を精度よく推定で

き、整枝時期の決定や凍霜害リスクの評価に応用可能である。 

ドローン空撮画像と機械

学習による圃場内の土壌

理化学性分布の把握方法 

農業環境情報

グループ 

地上で測定した土壌理化学性データとドローン空撮画像の関係に

ついて機械学習を行うことにより、土壌理化学性の分布を高精度

で推定できる。土壌理化学性の空間分布を詳細に把握すること

で、生育ムラ対策等を行う際の判断材料とすることができる。 

バンド間の位置ずれのな

い高品質なマルチスペク

トルオルソモザイク空撮

画像の作成手法 

農業環境情報

グループ 

ドローン観測の後処理に広く利用されるソフトウェアの推奨手法

は、作成される画像の位置精度が悪く、分光画像間にも大きなず

れを生じさせる問題を有していた。新たに開発した手法は、これ

らの問題を解決し、作物の葉1枚1枚の色を観測するのに十分な位

置精度を有する。 

日本の2000年から2015年

の窒素収支 

農業環境情報

グループ 

日本の一人当たり廃棄窒素は世界平均の約2倍である。窒素汚染

をもたらす化合物(反応性窒素)の排出は廃棄窒素の1/3に抑制さ

れ、2000年代において減少している。本成果は、肥料や工業原

料としての窒素利用の便益を保ちつつ、窒素汚染を防ぐ技術の開

発や政策の立案に有用である。 

食品と化学工業のつなが

りもみえる窒素フットプ

リント評価法、栄養塩拡

張産業連関法 

農業環境情報

グループ 

農業を含む全産業の窒素利用と産業間の金銭取引を関連づけるこ

とにより、各産業の生産・消費により潜在的に環境排出される窒

素化合物の総量を評価する手法である。産業部門をまたがる窒素

フローを網羅的に可視化でき、産業部門間の連携による窒素利用

効率向上策の立案に有用である。 

谷津の耕作放棄田におけ

る地下の酸素生成層の発

見と窒素除去の持続性 

土壌資源・管

理グループ 

谷津の通年湛水・裸地条件の耕作放棄田では、光合成微生物によ

る酸素生成は地表だけでなく地下の酸素生成層(最大深さ4 mm以

上)でも行われ、酸素は最大深さ40 mm以上まで侵入する。微生

物の光合成は土壌炭素を増加させ、好気層直下の嫌気層における

高い脱窒能を永続的に維持する。 

アルコール脱水素酵素

OsADH2の機能欠損によ

るイネのヒ素低減に関す

る新たな仕組み 

無機化学物質

グループ 

アルコール脱水素酵素であるOsADH2が機能欠損したイネ変異体

は、野生型イネに比べて、玄米ヒ素濃度が30%、稲わらヒ素濃度

が70%低下する。この著しい低下は、OsADH2の機能欠損が根の

ケイ酸トランスポーターを介したヒ素吸収を抑制するという、新

たな仕組みによってもたらされる。 
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06 令和３年度成果情報リスト 

ⅲ）研究成果情報 

研究成果情報名 
担当 

グループ 
成果の概要 

緑肥景観作物による北日

本夏季のセイヨウミツバ

チ殺虫剤曝露被害低減技

術 

生物多様性保

全・利用グ

ループ 

養蜂場近くに緑肥景観作物の花畑を用意することで、セイヨウミ

ツバチが餌の少なくなる夏季に作物や農地周辺の雑草に訪花して

起こる殺虫剤使用に伴う被害を低減できる。 

鹿児島県の秋作カボチャ

における花粉媒介昆虫の

貢献と人工授粉に依らな

い栽培の可能性 

生物多様性保

全・利用グ

ループ 

鹿児島県ではカボチャの播種時期を遅らせる抑制栽培(秋作)が行

われている。その訪花昆虫の中ではトラマルハナバチの送粉効率

が最も高い。ミツバチの送粉効率は劣るが、訪花頻度が高いこと

で受粉に役立っている。着果に必要な送粉量が得られていること

から、人工授粉は不要である。 
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07 研究成果の公表 

ⅰ）研究成果の公表 

著者名等  研究成果のタイトル等 発行年月 雑誌名等 巻(号) ページ 

Yoshiyuki Abe, Ken-ichi, 

Tamura, Nobuyasu Seike 

Change of clopyralid concen-

tration in recycled beef cattle 

compost 

2021.06 

Animal 

Science 

Journal 

92 e13568 

Kaori Ando, Noriko Yamagu-

chi, Yoshitaka Nakamura, 

Masahiro Kasuya, Katsutoshi 

Taki 

Speciation of phosphorus ac-

cumulated in fertilized 

cropland of Aichi prefecture in 

Japan with different soil prop-

erties by sequential chemical 

extraction and P K-edge 

XANES  

2021.04 

Soil Sci-

ence and 

Plant 

Nutrition 

67(2) 150-161 

安藤薫、鈴木克拓、馬場浩司、

桑形恒男、日置雅之、遠山孝

通、黒野綾子、小田紫帆里、柏

木啓佑、瀧勝俊、中村乾、加藤

英孝 

V溝直播栽培における出穂期前後

の落水によるコメ中無機ヒ素低

減効果 

2021.12 

日本土壌

肥料学雑

誌 

92(6) 439-446 

Hironori Arai, Yasukazu Hos-

en (CA), Nguyen Huu Chiem 

& Kazuyuki Inubushi 

Alternate wetting and drying 

enhanced the yield of a triple-

cropping rice paddy of the 

Mekong Delta 

2021.05 

Soil Sci-

ence and 

Plant 

Nutrition 

67(4) 493-506 

Yuki Baba, Kenichiro Fujita 
Lycosid spiders found in 

coastal waters of Japan 
2021.07 

Acta 

Arachno-

logica 

70(1) 7-9 

Kyle B. Delwiche, Sara Helen 

Knox, Avni Malhotra, 中略, 

Keisuke Ono, et al.  

FLUXNET-CH4: A global, multi

-ecosystem dataset and anal-

ysis of methane seasonality 

from freshwater wetlands 

2021.07 

Earth 

System 

Science 

Data 

13 
3607-

3689 

Aurup Ratan Dhar, Azusa Oi-

ta, Kazuyo Matsubae 

The Effect of Religious Dietary 

Cultures on Food Nitrogen 

and Phosphorus Footprints: A 

Case Study of India 

2021.06 Nutrients 13(6) 
1926-

1926 
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著者名等  研究成果のタイトル等 発行年月 雑誌名等 巻(号) ページ 

江波戸宗大 

機種や作業者の相違を考慮した 

貫入式土壌硬度計の定量的な使

用に向けた評価 

2022.01 
土壌の物

理性 
149 23-35 

江口定夫、浅井真康、寳示戸 雅

之、堤 道生、菅野 勉、赤松 佑

紀、郷内 武、朝田 景、糟谷真

宏、森 昭憲、澤本卓治 

日本のOECD農地の窒素収支の

改善方策と耕畜連携の推進方向 
2021.06 

土壌肥料

学会誌 
92(3) 280-288 

江口定夫 

耕地における土壌の物理性評価
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2021.12 

Agricul-

tural and 

Forest 

Meteor-

ology 

311 108705 

Gaku Yokoyama, Daisuke Ya-

sutake, Keisuke Minami, 

Kensuke Kimura, Atsushi 

Marui, Wu Yueru, Jiaojiao 

Feng, Weizhen Wang, Makito 

Mori, Masaharu Kitano 

Evaluation of the physiological 

significance of leaf wetting by 

dew as a supplemental water 

resource in semi-arid crop 

production 

2021.09 

Agricul-

tural 

Water 

Manage-

ment 

255 106964 

07 研究成果の公表 

ⅰ）研究成果の公表  
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07 研究成果の公表 

ⅰ）研究成果の公表  ⅱ）特許出願数   

ⅱ）特許出願数 

  国内 外国 

特許出願数 13 0 

著者名等  研究成果のタイトル等 発行年月 雑誌名等 巻(号) ページ 

Mayumi Yoshimoto, Hide-

mitsu Sakai, Yasushi 

Ishigooka, Tsuneo Kuwagata, 

Tsutomu Ishimaru, Hiroshi 

Nakagawa, Atsushi Maruya-

ma, Hitoshi Ogiwara, Kenji 

Nagata 

Field survey on rice spikelet 

sterility in an extremely hot 

summer of 2018 in Japan 

2021.01 

Journal 

of Agri-

cultural 

Meteor-

ology 

77(4) 262-269 

吉村泰幸 
国内に分布するCAM植物及びそ

の生育環境 
2021.07 

日本作物

学会紀事 
90(3) 277-299 

Md Akik Bin Zaher, Etsushi 

Kumagai, Takayuki Yabiku, 

Miyuki Nakajima, Toshinori 

Matsunami, Nobuhiko Matsu-

yama, Nguyen Cong Thinh, 

Toshihiro Hasegawa, Michio 

Kawasaki 

Effects of elevated atmos-

pheric CO2 concentration on 

growth and photosynthesis in 

eddo at two different air tem-

peratures 

2021.07 

Plant 

Produc-

tion Sci-

ence 

24(3) 363-373 

Guoyou Zhang, Hidemitsu 

Sakai, Mayumi Yoshimoto, 

Hitomi Wakatsuki, Takeshi 

Tokida, Hiroki Ikawa, Miwa 

Arai, Hirofumi Nakamura, 

Toshihiro Hasegawa 

Effect of foliar spray of kinetin 

on the enhancement of rice 

yield by elevated CO2 

2021.06 

Journal 

of 

Agrono-

my and 

Crop Sci-

ence 

207(3) 535-543 
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連携・協力・依頼 08 

ⅰ）依頼分析、試験および同定 

ⅱ）研究試料提供および貸与 

ⅲ）技術相談 

ⅳ）国内共同研究 

  国 

国立研究   

開発法人

等 

都道府県

庁組織 
大学 民間 海外 その他 合計 

研究試料提供数 0  0  6  3  0  0  0  9  

  
国立研究開発

法人等 

都道府県庁組

織 
大学 民間 その他 

共同研究契約機関数 

（資金分担型） 
8 12 12 1 0 

共同研究契約機関数 

（資金提供型） 
1 0 2 11 0 

該当なし 

  国 
国立研究   

開発法人

都道府県

庁組織 
大学 民間 海外 その他 合計 

技術相談数 2  0  7  1  43  3  22  78  
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ⅵ）依頼研究員 

ⅴ）大学との連携 (教員派遣等) 

08 連携・協力・依頼 

ⅴ）大学との連携 ⅵ）依頼研究員 

兼務先大学名 
兼務先ポスト 

教授 非常勤講師 

東京大学 3 3 

東京農工大学   2 

奈良女子大   1 

東京農業大学   1 

東京理科大学   1 

慶応大学   1 

上智大学   1 

明治大学   1 

岩手大学   1 

法政大学   1 

筑波大学   1 

宇都宮大学   1 

千葉大学 1   

受入開始 受入終了 
依頼研究員 

所属名 
依頼研究員の研究課題名 受入研究領域 

2021/8/2 2021/10/29 
茨城県農業総合

センター 

生分解性マルチにおける耐久性および分

解性の評価手法の検討 

気候変動緩和策研

究領域 

2021/9/1 2021/11/30 
茨城県農業総合

センター  

正月飾用若松栽培砂質土壌での土壌物理

性の簡易評価方法および診断法 

土壌環境管理研究

領域 

2021/9/1 2021/11/30 
茨城県農業総合

センター 

土壌中の窒素動態予測モデルによる予測

手法習得および窒素負荷軽減技術に関す

土壌環境管理研究

領域  

2021/10/1 2021/10/29 
岩手県農業研究

センター 

ドローン等を活用したリモートセンシン

グによる水稲生育診断技術の開発 
土壌管理研究領域 

2021/10/4 2021/11/30 
埼玉県農業技術

研究センター 

環境DNA分析による侵略的外来種（哺乳

類）の検知手法の開発に関する研究 

農業生態系管理研

究領域  

2021/11/30 2022/2/9 
北海道立総合研

究機構 

メッシュ農業気象データとその利用技

術、作物生育予測モデルに関する研究   

気候変動適応策研

究領域 

2021/12/1 2022/2/28 
茨城県農業総合

センター  

ドローン空撮画像を用いた土壌計測に関

する研究 

土壌環境管理研究

領域 
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08 連携・協力・依頼 

ⅶ）技術講習生 ⅷ）包括的協定 

ⅶ）技術講習生 

ⅷ）包括的協定 

締結日 協定の締結機関名 協定の名称 

2003/8/1 東京工業大学 
東京工業大学と独立行政法人農業環境技術研究所との教育研究に関す

る連携・協力に関する協定書 

2006/9/21 豊橋技術科学大学 
国立大学法人豊橋技術科学大学と独立行政法人農業環境技術研究所と

の連携の推進に関する協定書 

2012/2/14 茨城大学 
茨城大学農学部と独立行政法人農業環境技術研究所との包括的連携・

協力に関する協定書 

2012/5/1 東京農工大学 
国立大学法人東京農工大学大学院農学研究院と独立行政法人農業環境

技術研究所との包括的連携・協力に関する協定書 

※ 農研機構と締結された協定は除外 

受入開始 受入終了 
技術講習生 

所属名 
講習課題名 受入領域名 

2021/6/21 2022/3/31 茨城大学 
水田におけるメタン排出量、イネ根圏形

質および土壌溶液の理化学性の測定手法

気候変動緩和策研

究領域 

2021/6/21 2022/3/31 東京農工大学 
イネ根からの核酸抽出および水田土壌・

植物体の窒素含有量測定法の習得 

気候変動緩和策研

究領域 

2021/9/21 2022/3/31 茨城大学 
農耕地土壌から発生する一酸化二窒素の

定量方法の習得 

気候変動緩和策研

究領域 

2021/10/12 2021/10/22 東北大学 
メッシュ農業気象データとその利用技

術、作物生育予測モデル、栽培管理支援

気候変動適応策研

究領域 

2021/10/18 2021/11/18 東京大学 
アーバスキュラー菌根菌叢の分子生物学

的解析手法の習得 

土壌環境管理研究

領域  

2021/11/29 2021/12/3 
長野県農業試験

場  

農耕地土壌における温室効果ガスフラッ

クス測定手法の習得 

気候変動対応策研

究領域  

2021/12/20 2021/12/24 
高知県農業技術

センター 

熱収支モデルを用いたイネの出穂・登熟

期間の穂温推定に関する技術の習得 

気候変動対応策研

究領域  

2022/1/5 2022/1/26 東京大学 
アーバスキュラー菌根菌叢の分子生物学

的解析手法の習得 

土壌環境管理研究

領域  

2022/1/17 2022/1/21 東京大学 
アーバスキュラー菌根菌叢の分子生物学

的解析手法の習得 

土壌環境管理研究

領域  
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広報活動 09 

ⅰ）記者発表 

記者発表日 記者発表の内容 
担当部署名および外

部研究機関 

2021/7/19 

(研究成果) 気候変動による水稲(コメ)の収量や外観品質への影響は従

来の予測以上に深刻である- 高温と高CO2の複合影響を組み込んだ最

新のモデルによる予測 - 

気候変動適応策研究

領域 北農研 

2021/8/10 
(研究成果) 将来の不確実性を考慮に入れた飢餓リスクとその対応策の

算定(外部リンク:京都大学) 

京都大学 土壌環境

管理研究領域 立命

館大学 国立環境研

究所 

2021/8/18 

(研究成果) 水を分析するだけで 特定外来生物のカワヒバリガイを高

感度に検出- 貯水池などへの侵入の早期発見で、効果的な対策が可能

に - 

農業生態系管理研究

領域 

2021/8/19 
(研究成果) 全世界を対象とした穀物の収量予測情報を提供- サービス

の速報性と予測の精度を確認し本格運用へ前進 - 

気候変動適応策研究

領域 

2021/8/24 
(研究成果) 日本の2000年から2015年の窒素収支を解明- 持続可能な

窒素利用の実現に向け基礎情報を提供 - 

土壌環境管理研究領

域 北海道大学 国

立環境研究所 総合

地球環境学研究所 

2021/11/2 
(研究成果) 最新の予測では世界の穀物収量に対する気候変動影響の将

来見通しが顕著に悪化 (外部リンク:国立環境研) 

国立環境研究所 気

候変動適応策研究領

域 

2022/1/18 
(研究成果) 猛暑年に国内水稲の高温不稔の実態を調査、モデル化で将

来予測も可能に 

気候変動適応策研究

領域 

2022/3/28 
(研究成果) 農地で花粉を運ぶ昆虫を簡単に調査- 「花粉媒介昆虫調査

マニュアル」増補改訂版を公開 - 

農業生態系管理研究

領域 植防研 

2022/3/29 
(研究成果) 農地の炭素量増加による3つの相乗効果を世界規模で定量

的に推定- 作物増収、温暖化緩和、窒素投入量の節減 - 

気候変動緩和策研究

領域 気候変動適応

策研究領域 
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09広報活動 

ⅱ）パンフレット配布数  ⅲ）一般公開、イベント、講演会、シンポジウム等の開催   

ⅱ）パンフレット配布数 

ⅲ）一般公開、イベント、講演会、シンポジウム等の開催 

誌名、巻号 分類 提供方法 配布数 

要覧（日本語） 
研究センターの組

織・研究の紹介 
冊子体 180 

要覧（英語） 
研究センターの組

織・研究の紹介 
冊子体 0 

農業環境インベントリー展示館パンフレット（日本語） 展示紹介 冊子体 115 

農業環境インベントリー展示館パンフレット（英語） 展示紹介 冊子体 0 

e土壌さん（日本語） 研究紹介 冊子体 約100 

開催日時 
開催地等 

（県名、市） 
イベント名称 概要 参加人数 

2021/11/24 

東京ビッグサ

イト（青海展

示棟） 

アグリビジネス創出

フェア2021 

総勢135団体が参加し、全国の産学の

機関が有する、農林水産・食品分野な

どの最新の研究成果を展示やプレゼン

テーションなどで分かりやすく紹介

し、研究機関間や、研究機関と事業者

との連携を促す場として開催 

66874 

2021/12/14 Web開催 
農業技術革新・連携

フォーラム2021 

元農林水産事務次官の奥原正明氏によ

る基調講演に始まり、スマート農業、

生産・基礎技術、資材機材、経営管理

など約40件の展示会を実施 

不明 

2021/10/1 Web開催 
オール農研機構一般公

開 

全国各地の22の研究所が参加する一般

公開をオンラインで開催。各研究所の

紹介や研究成果のわかりやすい動画コ

ンテンツをオンデマンドで公開。 

7,690 

2021/10/24 Web開催 

オール農研機構一般公

開「ニコニコ生放送・

生配信」 

全国各地の研究所とリアルタイムで結

び、様々な企画を盛り込んだ特別番組

を「ニコニコ生放送」でライブ配信 

13,268 
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09広報活動 

ⅲ）一般公開、イベント、講演会、シンポジウム等の開催 ⅳ）見学  

ⅳ）見学 

開催日時 
開催地等 

（県名、市） 
イベント名称 概要 参加人数 

2021/7/27 
茨城県つくば

市 

つくば市ちびっ子博士

「昆虫採集教室」 

昆虫採集を行い、昆虫の名前を調べて

標本を作製 
10  

  生産者 消費者 青少年 マスコミ 行政 研究機関 民間 海外 その他 合計 

見学件数

(件) 
0 0 14 0 1 3 1 0 4 23 

見学者総

数(人) 
0 0 247 0 3 27 4 0 10 291 
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図書資料の刊行 10 

刊行資料 

発行日 刊行物タイトル 概要 担当部署 

2022/3/30 

技術紹介パンフレット 

気象・環境 

メッシュ農業気象データ利用

マニュアル Ver.5 

農研機構が提供するメッシュ農業気象

データを利用するための知識と利用方法

を説明 

気候変動適応策研

究領域 

2022/3/31 
令和2年度 農業環境変動研究

センター年報 

農研機構農業環境変動研究センターの令

和2年度(2020年度)の活動を取りまとめ

た。 

研究推進室 
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海外からの研究員等の受入状況 11 

ⅰ）国際農林水産業研究センター（JIRCAS）研究員 

該当なし 

ⅱ）国際協力機構（JICA）研究員 

該当なし 

ⅲ）日本学術振興会（JSPS）および 科学技術振興機構（JST）研究員 

ⅳ）その他の制度等による海外研究員 

受入開始 受入終了 
受入研究員の

派遣元国名 
受入制度名 受入研究員の研究課題名 受入領域名 

2020/11/15 2021/12/21 ブラジル 

JSPS外国人特

別研究員（欧

米・短期） 

熱帯農耕地土壌における土

壌有機物の安定化に関する

研究 

気候変動対応

研究領域 

その他の制度等による海外研究員の受入（1）技術講習生等 

受入開始 受入終了 
受入研究員の派遣元国名、

所属 
受入研究員の研究課題名 受入領域名 

該当無し         

その他の制度等による海外研究員の受入（2）視察等 

受入開始 受入終了 
受入研究員の派遣元国名、

所属 
受入目的 受入領域名 

該当無し         
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研究員の海外派遣状況 12 

ⅰ）長期派遣 

ⅱ）国際機関・国際会議等への派遣 

該当なし 

派遣開始 派遣終了 派遣国 用務内容 派遣者名 

2022/3/9 2022/3/10 オンライン 
第7回アジア土壌パートナーシップ(ASP）

会議に出席 
久保寺 秀夫 

2021/11/9 2021/11/11 オンライン 
第7回土壌情報機関の国際ネットワーク

( INSII）会合に出席 
高田 裕介 

2021/10/11 2021/10/22 オンライン 
The Joint 1st and 2nd IPCC Expert 

Meeting on Short-lived Climate Forcers 
秋山 博子 

2021/11/23 2021/11/25 オンライン 
第5回地球土壌ラボネットワーク

（GLOSOLAN）会議に出席 
前島 勇治 

2021/10/20 2021/10/20 オンライン 
第5回南東アジアラボネットワークワーク

（SEALNET）ラボ管理者会議に出席 

前島 勇治 

伊勢 裕太 

2021/6/14 2021/6/24 オンライン 
生物多様性に関する評価報告書のスコーピ

ング文書採択審議における行政官の意思決

大久保 悟 

江川 知花 

2022/3/15 2022/3/15 オンライン 

Scaling up Climate Actions for Resilient 

and Low Emission Landscapes in Asia 

and Pacificにおける発表 

長谷川 利拡 

2021/6/15 2021/6/15 オンライン 
GRA研究グループ共同議長会議（理事会対

応等、アライアンスの運営に関する会議）
宝川 靖和 

2021/10/14 2021/10/14 オンライン 
GRA研究グループ共同議長会議（理事会対

応等、アライアンスの運営に関する会議）
宝川 靖和 
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12 研究員の海外派遣状況 

ⅱ）国際機関・国際会議等への派遣 

派遣開始 派遣終了 派遣国 用務内容 派遣者名 

2021/12/9 2021/12/9 オンライン 

会議「PPFS Webinar on Digitalisation 

and Innovation in the food supply 

chain in the APEC region」の講師 

宝川 靖和 

2022/1/26 2022/1/26 オンライン 

GRA研究グループ共同議長会議（理事会対

応等、アライアンスの運営に関する会議）

に出席 

宝川 靖和 

2022/2/21 2022/2/23 オンライン GRA理事会の水田研究グループ共同議長 宝川 靖和 

2022/3/23 2022/3/23 オンライン 

Global Research Alliance on Agricultur-

al Greenhouse Gases (GRA)ネットワー

クリーダー会議の水田研究グループ共同議

長 

宝川 靖和 

2021/10/11 2021/10/22 オンライン IPCC第2回SLCF専門家委員会に出席 林 健太郎 
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海外機関との連携 13 

ⅰ）国際シンポジウム・ワークショップ等 

ⅱ）MOU 

開催日時 
開催地等 

(県名、市) 
イベント名称 概要 

参加

人数 

2021/12/17 
オンラインで

の開催 

気候変動とコロナ禍の

食料需給への影響―不

確実性下のフードセ

キュリティ― 

（国際農研－CCFS研究

会主催、農研機構共

催） 

気候変動への適応費用と、気候変動が食料あ

るいは各栄養素の供給に与える影響に焦点を

当て、これまで得られた成果を気候変動が農

産物市場に与える影響に興味を持つ参加者と

共有した。 

166 

(視聴

者数

合計) 

締結日 協定の締結機関名 協定の名称 

1999/4/9 
アラスカ大学国際北極圏

研究センター 

アラスカ大学国際北極圏研究センターと農業環境技術研究所の

間の学術交流に関する覚え書き 

2002/7/4 
中国科学院土壌科学研究

所 

科学院土壌科学研究所と農業環境技術研究所の間の国際協力に

関する覚え書き 

2006/11/17 

ランドケア・リサーチ リ

ミテッド ニュージーラン

ド 

ランドケア・リサーチ リミテッド ニュージーランドと農業環

境技術研究所の間の科学技術に関する覚え書き 

2017/9/11 
中国農業科学院農業環境

及び持続発展研究所 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構農業環境変

動研究センターと中国農業科学院農業環境及び持続発展研究所

との学術交流協定書 

2007/9/19 

農村振興庁 農業科学技

術院（現 国立農業科学

院） 

農村振興庁農業科学技術院（現・国立農業科学院）と農業環境

技術研究所の間の国際協力に関する覚え書き 
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ⅲ）海外との共同研究 

13 海外機関との連携 

ⅲ）海外との共同研究 

  国等の機関 大学 民間 国際機関 

共同研究契約件数 

（資金分担型） 
6 2 0 2 

共同研究契約件数 

（資金提供型） 
0 0 0 0 



 

                                                       74 

N
IA

ES A
n

n
u

al R
ep

o
rt 2

0
2

1
 

人事 14 

ⅰ）現在員数 

（2022/3/31現在） 

所属 指定職員 一般職員 
技術専門

職員 
研究職員 

任期付研

究員 

再雇用職

員 
契約職員 計 

所長         1     1 

研究推進部   4   6   8 1 19 

気候変動緩和策研

究領域 
      19 4 1 42 66 

気候変動適応策研

究領域 
      15 1 2 17 35 

農業生態系管理研

究領域 
      11 1   10 22 

土壌環境管理研究

領域 
      21 1 6 21 49 

化学物質リスク研

究領域 
      17   1 17 35 

計 0 4 0 89 8 18 108 227 

※再雇用職員数はフルタイム・短時間勤務者  
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

白戸康人 
気候変動緩和策研究

領域 
中央環境審議会専門委員 環境省 2018/6/6 解任日まで 

白戸康人 
気候変動緩和策研究

領域 

食料・農業・農村政策審議会専

門委員 
農林水産省 2018/12/6 解任日まで 

永井孝志 農業環境情報G 

環境省環境研究総合推進費「事

業効率化と環境化値創出の両立

を目指す排水処理・汚泥資源化

システムの再編」アドバイザ

リーボード会合 アドバイザー 

お茶の水女子

大学 

※環境省委託 

2019/6/1 2022/3/31 

渡邉栄喜、

清家伸康 

研究推進室、有機化

学物質G 

食品安全委員会農薬専門調査会

専門委員 
内閣府 2020/4/1 2022/3/31 

白戸康人 
気候変動緩和策研究

領域 

放牧地温暖化影響評価モデル構

築事業評価委員 
北海道大学 2020/4/8 2022/3/31 

江口定夫 土壌資源・管理G 中央環境審議会専門委員 
環境省水・大

気環境局 
2020/6/11 終期未定 

前田太郎 
生物多様性保全・利

用G 

障がい者養蜂での労働環境創出

調査研究推進委員会委員 

（一社）トウ

ヨウミツバチ

協会 

※ＪＲＡ畜産

2020/6/22 2022/3/31 

飯泉仁之直 
作物影響評価・適応

G 
気象集誌編集委員会委員 

（公社）日本

気象学会 
2020/6/26 2022/5/31 

細野達夫 
気候変動適応策研究

領域 

気候変動適応における広域アク

ションプラン策定事業全国アド

環境省地球環

境局 
2020/9/1 2022/3/31 

西森基貴、

坂本利弘 

作物影響評価・適応

G、農業環境情報G 

「令和２年度福島県放射能分析

精度管理事業」のアドバイザー

地球観測に関する科学アドバイ

ザリ委員会」分科会委員 

（国研）宇宙

航空研究開発

機構 

2020/9/3 2022/3/31 

大久保悟 
生物多様性保全・利

用G 

環境保全型農業直接支払制度に

関する第三者委員会委員 

農林水産省生

産局 
2020/9/28 2025/3/31 

林健太郎 農業環境情報G 
ＮＥＤＯムーンショット型研究

開発事業研究推進委員 

（国研）産業

技術総合研究
2020/11/1 2023/3/31 
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

須藤重人 緩和技術体系化G 
４パーミルイニシアチブ農産物

ブランド化推進会議構成員 
山梨県 2020/11/16 2022/11/15 

林清忠 緩和技術体系化G 

農畜産業プラスチック対策強化

事業に関する選定審査委員会委

員 

農林水産省生

産局 
2021/2/12 2022/3/31 

稲生圭哉、

永井孝志、

横山淳史 

有機化学物質G、農

業環境情報G 

令和３年度水域の生活環境動植

物登録基準設定検討会 

環境省水・大

気環境局 
2021/3/26 2022/3/31 

稲生圭哉 有機化学物質G 

令和３年度農薬の蜜蜂への影響

評価の充実のためのデータ 

収集委託事業事業推進検討委員

会委員 

（一社）日本

植物防疫協会 

※農水省委託 

2021/4/1 2022/3/14 

吉村泰幸、

江川知花 

生物多様性保全・利

用G 

茨城における外来種対策検討委

員会委員 

茨城県県民生

活環境部環境

政策課 

2021/4/1 2022/3/31 

須藤重人 緩和技術体系化G 
J-クレジット制度運営委員会委

員 

みずほリサー

チ＆テクノロ

ジーズ（株）  

※環境省、経

産省委託 

2021/5/6 2022/3/31 

横山淳史 有機化学物質G 

「令和3年度化学物質の内分泌

かく乱作用に関する 

総合的調査・研究業務」委員 

日本エヌ・

ユー・エス

（株） 

※環境省委託 

2021/5/7 2022/3/31 

芝池博幸 
農業生態系管理研究

領域 

農林水産省委託事業・令和３年

度輸入栽培用種子中の 

未承認遺伝子組換え体検査対策

委託事業推進委員会委員 

（株）ファス

マック 

※農水省委託 

2021/5/20 2022/3/4 

前田太郎 
生物多様性保全・利

用G 

日本蜜蜂養蜂次世代担い手育成

調査研究推進委員会委員 

（一社）トウ

ヨウミツバチ

協会 

※ＪＲＡ畜産

振興事業 

2021/6/1 2022/3/31 
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

前田太郎 
生物多様性保全・利

用G 

日本蜜蜂飼育実態調査研究委員

会委員 

（一社）トウ

ヨウミツバチ

協会 

※ＪＲＡ畜産

振興事業 

2021/6/1 2022/3/31 

清家伸康、

稲生圭哉 
有機化学物質G 環境残留試験委員 

（公財）日本

植物調節剤研

究協会 

2021/6/1 2022/5/31 

林健太郎 農業環境情報G 
創発的研究支援事業事前評価に

おける外部専門家 

（国研）科学

技術振興機構 
2021/6/7 2022/12/31 

長谷川利拡 
作物影響評価・適応

G 
水稲の作柄予測手法検討会委員 

（一財）リ

モート・セン

シング技術セ

ンター  ※

農水省委託 

2021/6/11 2022/3/11 

櫻井玄 農業環境情報G 

国際科学技術共同研究推進事業

（戦略的国際共同研究 

プログラム）アドバイザー 

（国研）科学

技術振興機構 
2021/6/11 2022/3/31 

丸山篤志 気象・作物モデルG 
農業農村整備における気候変動

対策に関する検討会委員 

農林水産省農

村振興局 
2021/6/14 2022/3/31 

細野達夫 
気候変動適応策研究

領域 

令和3年度気候変動適応策の

PDCA手法検討委員会委員 

みずほリサー

チ＆テクノロ

ジーズ（株）  

※環境省委託 

2021/6/15 2022/3/22 

江口定夫 土壌資源・管理G 

「令和3年度 地下水保全を目

的とした硝酸性窒素等 

地域総合対策の推進に関する調

査・検討会」委員 

パシフィック

コンサルタン

ツ（株） 

※環境省委託 

2021/6/15 2022/3/25 
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

林健太郎 農業環境情報G 

未来社会創造事業（探索加速

型）「顕在化する社会課題の解

決」領域研究開発運営会議外部

専門家 

（国研）科学

技術振興機構 
2021/6/15 2022/3/31 

江口定夫 土壌資源・管理G 茨城県環境審議会委員 茨城県 2021/6/15 2023/6/14 

西森基貴 
作物影響評価・適応

G 

適応策推進のための気候変動予

測・影響評価に係る連携 

ワーキンググループ委員 

（国研）国立

環境研究所 
2021/6/16 2023/3/31 

前田太郎 
生物多様性保全・利

用G 

令和３年度持続的生産強化対策

事業 養蜂等振興強化推進事業 

養蜂等振興強化推進事業推進委

員会委員 

（一社）日本

養蜂協会 

※農水省委託 

2021/6/18 2022/3/31 

清家伸康 有機化学物質G 
「令和3年度新規POPs等研究

会」委員 

日本エヌ・

ユー・エス

(株) 

※環境省委託 

2021/6/23 2022/3/29 

清家伸康 有機化学物質G 
令和3年度非食用農作物専用農

薬安全性評価検討会委員 

環境省水・大

気環境局 
2021/6/23 2022/3/31 

髙木和広 有機化学物質G 日本学術会議委員 日本学術会議 2021/6/24 2022/3/31 

稲生圭哉 有機化学物質G 
令和3年度農薬残留対策総合調

査検討会委員 

（一財）材料

科学技術振興

財団 

※環境省委託 

2021/6/25 2022/3/11 

北本宏子 
革新的循環機能開発

G 

生分会性マルチ推進協議会事業

管理評価委員会委員 

農業用生分解

性資材普及会 

※農水省委託 

2021/7/1 2022/3/31 

藤原英司、

森本晶、渡

邉栄喜 

無機化学物質G土壌

資源・管理G研究推

進室 

試験専門委員 人事院 2021/7/1 2022/7/31 

久保寺秀夫 
土壌環境管理研究領

域 
肥料評価検討会委員 

（独）農林水

産消費安全技

術センター 

2021/7/5 2023/3/31 
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

芝池博幸 
農業生態系管理研究

領域 

令和3年度生物多様性影響評価

検討会委員 

農林水産省農

林水産技術会

議事務局、環

境省自然環境

局 

2021/7/29 2023/3/31 

片山直樹 
生物多様性保全・利

用G 

令和3年度農薬の鳥類に対する

慢性影響のリスク評価に関する

検討会委員 

みずほリサー

チ＆テクノロ

ジーズ（株）  

※環境省委託 

2021/8/3 2022/3/18 

石塚直樹 農業環境情報G 

画像解析による農地の区画ごと

の作付状況の把握手法 

有識者検討会委員 

一般財団法人

リモート・セ

ンシング技術

センター  

※農水省委託 

2021/8/3 2022/3/18 

秋山博子 
革新的循環機能開発

G 

食料・農業・農村政策審議会専

門委員 

農林水産省大

臣官房環境バ

イオマス政策

課 

2021/8/6 終期未定 

細野達夫 
気候変動適応策研究

領域 

「気候変動適応における広域ア

クションプラン策定事業 全国

アドバイザリー会合」及び「気

候変動適応における広域アク

ションプラン策定事業に係る評

価委員会」に係る全国アドバイ

ザー及び評価委員 

みずほリサー

チ＆テクノロ

ジーズ(株) 

※環境省委託 

2021/8/24 2022/3/18 

芝池博幸 
農業生態系管理研究

領域 

「令和3年度農業水利施設にお

ける通水阻害対策手法 

検討調査業務有識者委員会」委

員 

いであ(株)国

土環境研究所 

※農水省委託 

2021/8/31 2022/3/16 

白戸康人、

須藤重人 

気候変動緩和策研究

領域、緩和技術体系

化G 

「フードサプライチェーンにお

ける脱炭素化の実践とその可視

化のあり方等検討会」委員 

(一社)サステ

ナブル経営推

進機構 

※農水省委託 

2021/8/31 2022/3/17 
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

永井孝志、

稲生圭哉 

農業環境情報G、有

機化学物質G 

「令和3年度水域における農薬

の慢性影響評価に関する 

検討会」に関する検討会委員 

いであ(株) 

※環境省委託 
2021/8/31 2022/3/18 

石塚直樹 農業環境情報G 

農林水産省「ドローン等の自動

航行等における筆ポリゴンの高

度利用に関する調査・実証業

務」に係る有識者検討会議委員 

PwCコンサ

ルティング合

同会社 

※農水省委託 

2021/9/10 2022/3/29 

秋山博子 
革新的循環機能開発

G 

環境研究総合推進費事業におけ

る研究課題に関する 

アドバイザリーボード アドバイ

ザー 

東洋大学 

※環境省委託 
2021/9/24 2022/3/31 

小原裕三 有機化学物質G 

令和2年度スマート農業総合推

進対策事業のうち農林水産業 

におけるロボット技術安全性確

保策検討事業評価検討委員 

農林水産省消

費・安全局

長、農産局 

2021/9/24 2022/3/31 

和穎朗太 
革新的循環機能開発

G 

「風化促進技術等の鉱物化作用

を介したネガティブ 

エミッション技術に係る調査」

委員会委員 

（株）QJサ

イエンス   

※（国研）新

エネルギー・

産業技術総合

開発機構 

2021/10/1 2022/3/18 

須藤重人 緩和技術体系化G 

「令和3年度 温室効果ガス排

出量算定方法検討会  

農業分科会」委員 

三菱UFJリ

サーチ＆コン

サルティング

(株)  ※環

境省委託 

2021/10/1 2022/3/31 

林健太郎 農業環境情報G 日本学術会議委員 日本学術会議 2021/10/7 2023/9/30 

前田太郎 
生物多様性保全・利

用G 
事業実施検討委員会特別委員 

(一社）養蜂

産業振興会 

※ＪＲＡ畜産

振興事業 

2021/10/21 2022/3/31 
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14 人事 

ⅱ）委員等の就任状況 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

飯泉仁之直 
作物影響評価・適応

G 

気候変動対策支援ツール（JICA 

Climate-FIT（適応策））の 

改訂に向けた助言の提供及びレ

ビューの業務実施 

（独）国際協

力機構 
2021/11/1 2022/3/31 

石塚直樹 農業環境情報G 
「ムーンショット型農林水産研

究開発事業」ピアレビュア 

生物系特定産

業技術研究支

援センター 

2021/11/10 2022/3/31 

岩﨑亘典 農業環境情報G 科学研究費委員会専門委員 
日本学術振興

会 
2021/11/17 2022/10/31 

白戸康人 
気候変動緩和策研究

領域 

「令和3年度温室効果ガス排出

量算定方法検討会  

森林等の吸収源分科会」委員 

三菱UFJリ

サーチ＆コン

サルティング

(株)  ※環

境省委託 

2021/11/19 2022/3/31 

秋山博子 
革新的循環機能開発

G 

科学研究費助成事業における評

価に関する委員会評価者 

文部科学省研

究振興局 
2021/11/19 2022/11/18 

須藤重人、

岸本文紅 
緩和技術体系化G 

「令和３年度筆ポリゴンの高度

利用に向けた調査業務」 

にかかる検討委員会委員 

アカデミック

エクスプレス

（株） 

※農水省委託 

2021/11/26 2022/3/15 

前島勇治 土壌資源・管理G 

森林吸収源インベントリ情報整

備事業土壌等調査 

（指導取りまとめ業務）に関す

る検討会委員 

（国研）森林

研究・整備機

構森林総合研

究所 

2021/12/15 2026/3/13 

秋山博子、

江口定夫 

革新的循環機能開発

G、土壌資源・管理

G 

令和４年度環境保全型農業直接

支払交付金における地域特認取

組等に係る技術検討会委員 

農林水産省農

産局 
2022/1/14 2022/3/31 

永井孝志 農業環境情報G 化学物質審議会臨時委員 
経済産業省製

造産業局 
2022/1/17 2024/1/16 

秋山博子 
革新的循環機能開発

G 

令和3年度生活環境等の保全に

係るリスク管理検討会有識者 

(株)環境管理

センター 
2022/1/21 2022/3/18 
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ⅲ）学会活動 

14 人事 

ⅲ）学会活動 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

石塚直樹 
農業環境情報

G 
システム農学会編集委員 

システム農学

会 
2013/6/1 2022/3/31 

山本哲史 
生物多様性保

全・利用G 
環境DNA学会庶務担当理事 環境DNA学会 2021/8/1 2023/7/31 

万福裕造 
無機化学物質

G 
環境放射能除染学会理事 

環境放射能除

染学会 
2019/9/1 2021/8/31 

櫻井玄 
農業環境情報

G 
計量生物学会企画委員 計量生物学会 2021/4/1 2022/3/31 

前田太郎 
生物多様性保

全・利用G 
国際昆虫学会組織委員会会計委員 国際昆虫学会 2021/12/1 2024/12/31 

常田岳志 
革新的循環機

能開発G 
土壌物理学会編集委員 土壌物理学会 2021/4/1 2023/3/31 

朝田景 
土壌資源・管

理G 
土壌物理学会編集委員 土壌物理学会 2021/4/1 2023/3/31 

種田あずさ 
農業環境情報

G 

第15回エコバランス国際会議実

行委員 
日本LCA学会 2022/1/1 2023/3/31 

林清忠 
緩和技術体系

化G 
日本LCA学会編集委員 日本LCA学会 2021/4/1 2023/3/31 

林清忠 
緩和技術体系

化G 

13th International Conference 

on Life Cycle Assessment of 

Food科学委員 

日本LCA学会 2021/4/1 2022/3/31 

林清忠 
緩和技術体系

化G 

15th Biennial International 

Conference on EcoBalance実行

委員 

日本LCA学会 2021/4/1 2022/3/31 

前田太郎 
生物多様性保

全・利用G 
日本ダニ学会評議員 日本ダニ学会 2021/1/1 2021/12/31 

前田太郎 
生物多様性保

全・利用G 
日本応用動物昆虫学会編集委員 

日本応用動物

昆虫学会 
2021/4/1 2022/3/31 

日下石碧 
生物多様性保

全・利用G 
日本花粉学会学術交流幹事 日本花粉学会 2021/1/1 2023/12/31 

日下石碧 
生物多様性保

全・利用G 
日本花粉学会評議員 日本花粉学会 2021/1/1 2023/12/31 
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14 人事 

ⅲ）学会活動 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

吉本真由美 
作物影響評

価・適応G 
日本学術会議連携会員 日本学術会議 2017/10/2 2023/9/30 

林健太郎 
農業環境情報

G 
FE・WCRP合同分科会委員 

日本学術会

議・地球惑星

科学連合 

2020/10/1 2023/9/30 

芝池博幸 
農業生態系管

理研究領域 
日本環境学会編集委員 日本環境学会 2021/10/1 2025/9/30 

馬場友希 
生物多様性保

全・利用G 
日本昆虫科学連合蜘蛛学会代表 

日本昆虫科学

連合 
2012/4/1 2024/3/31 

山本哲史 
生物多様性保

全・利用G 
日本昆虫学会編集委員 日本昆虫学会 2022/1/1 2023/12/31 

芝池博幸 
農業生態系管

理研究領域 
日本雑草学会編集委員 日本雑草学会 2010/4/1 2024/3/31 

石塚直樹 
農業環境情報

G 
日本写真測量学会編集委員 

日本写真測量

学会 
2012/5/1 2022/3/31 

江川知花 
生物多様性保

全・利用G 

日本生態学会企画委員会ポスター

部会員 
日本生態学会 2021/1/1 2023/3/31 

馬場友希 
生物多様性保

全・利用G 
日本生態学会編集委員 日本生態学会 2020/7/1 2023/6/30 

片山直樹 
生物多様性保

全・利用G 

日本生態学会高校生ポスター部会

委員 
日本生態学会 2021/4/1 2022/3/31 

片山直樹 
生物多様性保

全・利用G 
日本生態学会編集幹事 日本生態学会 2021/4/1 2022/3/31 

松浦庄司 
緩和技術体系

化G 
日本草地学会和文誌編集委員 日本草地学会 2021/4/1 2023/3/31 

大久保悟 
生物多様性保

全・利用G 
日本造園学会理事（学術委員長） 日本造園学会 2021/6/1 2023/5/31 

馬場友希 
生物多様性保

全・利用G 
日本蜘蛛学会編集委員長 日本蜘蛛学会 2018/4/1 2024/3/31 

馬場友希 
生物多様性保

全・利用G 
日本蜘蛛学会評議員 日本蜘蛛学会 2021/4/1 2024/3/31 

片山直樹 
生物多様性保

全・利用G 
日本鳥学会会計幹事 日本鳥学会 2021/4/1 2022/3/31 
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14 人事 

ⅲ）学会活動 

研究者名 所属 名称・貢献の内容 
依頼元/学会

名/機関名 

任期開始       

年月日 

任期終了       

年月日 

吉村泰幸 
生物多様性保

全・利用G 
日本作物学会関東支部評議員 日本作物学会 2020/4/1 2022/3/31 

片山直樹 
生物多様性保

全・利用G 
日本鳥学会編集幹事 日本鳥学会 2021/4/1 2022/3/31 

江口定夫 
土壌資源・管

理G 
日本土壌肥料学会欧文誌編集委員 

日本土壌肥料

学会 
2018/10/1 2021/9/30 

山口紀子 
無機化学物質

G 
日本土壌肥料学会誌編集委員 

日本土壌肥料

学会 
2020/4/1 2022/3/31 

須田碧海 
無機化学物質

G 
日本土壌肥料学会欧文誌編集委員 

日本土壌肥料

学会 
2019/10/1 2021/9/30 

多胡香奈子 
革新的循環機

能開発G 
日本土壌肥料学会欧文誌編集委員 

日本土壌肥料

学会 
2020/10/1 2022/9/30 

多胡香奈子 
革新的循環機

能開発G 
日本土壌微生物学会編集委員 

日本土壌微生

物学会 
2022/1/1 2023/12/31 

江川知花 
生物多様性保

全・利用G 
日本緑化工学会緑化植物委員 

日本緑化工学

会 
2021/1/1 2023/12/31 

岩﨑亘典 
農業環境情報

G 
農村計画学会理事 農村計画学会 2020/4/1 2022/3/31 
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ⅳ）受賞 

14 人事 

ⅳ）受賞  

氏名 所属 名称 受賞年月 受賞課題名 

長谷川利拡 
作物影響評

価・適応G 
日本農学賞 2021年4月 

気候変動が水稲および水田生態系機能に

及ぼす影響―実験的解明から体系化、情

報発信― 

万福裕造 
無機化学物質

G 

環境省環境保全功労者

表彰 
2021年6月 

福島県での原発事故後の環境再生事業へ

の貢献 

万福裕造 
無機化学物質

G 

農業農村工学会地域貢

献賞 
2021年8月 

東京電力福島第１原発事故に伴う放射能

汚染地域の営農再開に向けた貢献 

佐々木勇麻、

林清忠 

革新的循環機

能開発G、緩

和技術体系化

G 

農業食料工学会論文賞 2021年9月 

青果物輸送における緩衝包装が環境負荷

削減に及ぼす影響ー輸送振動による損傷

を考慮したイチゴのLCAー 

林健太郎 
農業環境情報

G 

日本土壌肥料学会学会

賞 
2021年9月 

土壌を要とした窒素の環境動態および人

間圏フローの研究 

原新太郎 
革新的循環機

能開発G 

日本土壌肥料学会奨励

賞 
2021年9月 

土壌植物系における窒素・リンの動態に

関わる微生物の研究 

大浦典子、須

藤重人、朝田

景、江口定夫 

研究推進部、

緩和技術体系

化G、土壌資

源・管理G、

土壌資源・管

理G 

日本土壌肥料科学雑誌

論文賞 
2021年9月 

黒ボク土ナシ園における豚糞堆肥を活用

した代替施肥による大気圏および水圏へ

の窒素負荷軽減効果 

片山直樹 
生物多様性保

全・利用G 
日本鳥学会黒田賞 2021年9月 

農業活動と鳥類多様性の関係を多様なア

プローチで探る 

丸山篤志 
気象・作物モ

デルG 
土壌物理学会論文賞 2021年10月 

群落熱収支モデルとHYDRUS-1Dの連結

プログラムを用いた畑地の 

土壌水分量・地温予測モデルの構築  

飯泉仁之直 
作物影響評

価・適応G 
日本気象学会堀内賞 2021年12月 

季節予報を用いたグローバルな穀物収量

変動の予測・情報提供システムの開発 

堀田光生、小

原裕三 

革新的循環機

能開発G、有

機化学物質G 

NARO RESEARCH 

PRIZE 2021 
2021年12月 

土壌還元消毒を主体とした青枯病防除体

系の確立 
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14 人事 

ⅳ）受賞 ⅴ）学位授与 
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ⅴ）学位授与 

該当なし 

氏名 所属 名称 受賞年月 受賞課題名 

並木小百合 
有機化学物質

G 
日本農薬学会奨励賞 2022年3月 

農薬の植物根から茎葉部への吸収・移行

性に関する研究 

滝本貴弘 
作物影響評

価・適応G 

第14回農環研若手研

究者奨励賞 
2022年3月 

耕地土壌の温度および水分の広域推定法

およびデータベースの開発と水稲玄米品

質に及ぼす高温影響の評価 

熊谷悦史 
気象・作物モ

デルG 

第14回農環研若手研

究者奨励賞 
2022年3月 

気候変動下でのダイズ生産の向上と安定

化に向けた基盤研究 

種田あずさ 
農業環境情報

G 

第14回農環研若手研

究者奨励賞 
2022年3月 

持続可能な食料の生産・消費のための人

為的栄養塩フローの解明 
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主な会議等 15 

ⅰ）農業環境研究推進会議 

ⅱ）農林水産省 環境関連課・室との連絡会  

会議名称 開催日 開催場所 内容・目的 参加者数 

該当なし     

ⅲ）その他の会議  

会議名称 開催日 開催場所 内容・目的 参加者数 

農林水産省大臣

官房環境バイオ

マ ス 政 策 課、農

産局農業環境対

策課との連絡会 

2021/10/6 オンライン 

農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課および農

産局農業環境対策課の意見を研究内容や普及方策等

に的確に反映させるため、連絡会を開催し、情報交

換を密に行うことで、問題意識の共有を図る。 

38 

農 林 水 産 省 消

費・安 全 局 農 産

安全管理課との

連絡会 

2021/11/1 オンライン 

農林水産省大臣消費・安全局農産安全管理課の意見

を研究内容や普及方策等に的確に反映させるため、

連絡会を開催し、情報交換を密に行うことで、問題

意識の共有を図る。 

50 

会議名称 開催日 開催場所 主催者  参加者数 

第３回環境研究機関連絡会

研究交流セミナー 
2021/11/10 オンライン 

環境研究機関連絡会（事

務局：筑波大学） 
60 

 国際農研CCFS研究会ワー

クショップ 
2021/12/17 オンライン 

国際農林水産業研究セン

ター、CCFS研究会 
166 

第20回農林水産業にかか

わる環境研究三所連絡会 
2021/12/27 

水産研究・教育機構横浜

庁舎、オンライン 

農林水産業にかかわる環

境研究三所連絡会（幹

事：水産研究・教育機

構） 

21 
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所在地 16 

交通案内 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

農業環境研究部門 
 

〒305-8604 茨城県つくば市観音台3-1-3 

電話 029-838-8148（代表） 

FAX 029-838-8199（代表） 

   牛久駅から    農業環境技術研究所 バス停 徒歩 約３分 

   つくば駅から   農林団地中央 バス停   徒歩 約１２分 

 

   常磐自動車道 谷田部IC   約５km 

   圏央道    つくば牛久IC  約５km 






